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社 会 福 祉 法 人  中 央 有 鄰 学 院  

2025（ 令 和 7） 年 度  事 業 報 告 （ 案 ）  

 

社 会 福 祉 法 人 中 央 有 鄰 学 院  理 念 ・ 方 針                             

 

有 鄰 （ ゆ う り ん ） … 必 ず 仲 間 が い る よ  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7 つ の 願 い                                          

 私 た ち は 、 中 央 有 鄰 学 院 で 暮 ら す 子 ど も た ち が 、 将 来 、 社 会 の 中 で 、 自 立

し 、 生 き が い を 持 っ た 生 活 を 送 る こ と が で き る 人 に な る こ と を 目 標 に 、 次 の

よ う な 子 ど も に 育 っ て ほ し い と 願 っ て い る 。  

 

1.  か ら だ も 心 も 健 康 な 子 ど も     

2.  生 命 の 尊 さ を 知 り 、 人 の 喜 び ・ 悲 し み ・ 痛 み の 分 か る 子 ど も   

3.  人 へ の 思 い や り や 優 し さ を 持 ち 、 仲 間 と の 生 活 を 楽 し む 子 ど も   

4.  善 い こ と 、 悪 い こ と の 判 断 が で き 、 実 践 す る 子 ど も   

5.  生 活 力 と 学 力 を 身 に つ け た 子 ど も   

6.  や り た い こ と を 発 見 し 、 遊 び を 創 造 す る 子 ど も  

7.  夢 や 希 望 を 実 現 す る た め に 、 自 分 を 大 切 に し 、 困 難 に 立 ち 向 か う 勇

気 を 持 っ た 子 ど も  

 

7 つ の 方 針                                          

 私 た ち は 子 ど も へ の 願 い を 実 現 さ せ る た め 、 「 児 童 の 権 利 に 関 す る 条 約 」

の 精 神 に 則 り 、 子 ど も の 最 善 の 利 益 を 優 先 し 、 基 本 的 人 権 を 尊 重 す る こ と を

大 原 則 に 、 次 の よ う な 基 本 方 針 で 、 子 ど も た ち の 育 ち の 支 援 を 行 う 。    

 

1.  私 た ち は 、 子 ど も と 職 員 と の 信 頼 関 係 の 形 成 を 第 一 に 考 え 、 子 ど も

と 職 員 と の 固 い 絆 を 土 台 に 、 支 援 を 行 い ま す 。  

2.  私 た ち は 、 子 ど も を 肯 定 的 に 理 解 し 、 長 所 を 発 見 し 伸 ば す 支 援 を 行

い ま す 。  

3.  私 た ち は 、 子 ど も と 同 じ 目 線 に 立 ち 、 気 持 ち を 理 解 し 、 共 感 す る こ

と か ら 、 支 援 を 行 い ま す 。  

4.  私 た ち は 、 子 ど も に と っ て 親 と の 関 係 の 重 要 さ を 理 解 し 、 親 子 の 絆

を 大 切 に 支 援 を 行 い ま す 。  

5.  私 た ち は 、 社 会 に 開 か れ た 施 設 経 営 を 行 い 、 関 係 機 関 ・ 地 域 と の 密

「 徳 不 孤 、必 有 鄰 」 （ 論 語 里 仁 篇 より）  
［ 白 文 ］ 25． 子 曰 、徳 不 孤 、必 有 鄰 。 
［ 書 き下 し文 ］ 子 曰 く、徳 は弧 ならず、必 ず隣 （ となり） あり。 

［ 口 語 訳 ］ 先 生 が言 われた。『 道 徳 を実 践 する者 は孤 立 しない。必 ずその徳
を慕 って集 まってくる隣 人 （ 同 志 ・ 仲 間 ） がある。』  
［ 解 説 ］ 社 会 において正 しい道 を実 直 に実 践 する君 子 は、周 囲 から受 け容

れられず孤 立 しているかのように見 えることもあるが、実 際 に必 ずそういった道
徳 的 な人 生 に感 化 される仲 間 を生 み出 すものであり、道 徳 の実 践 者 は孤 独
ではないのである。孤 高 の君 子 は正 しき道 を踏 み行 っていれば、必 ず良 き理

解 者 や支 援 者 を得 ることができるという孔 子 の処 世 訓 である。孔 子 と 孔 子 の
高 弟 た ちの 言 行 ・ 思 想 を集 積 して編 纂 した 『 論 語 』 の里 仁 （ りじん） 篇 の一
節 「 鄰 」 とは、「 おなじ志 をもつ仲 間 」 を指 している。 
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接 な 連 携 の 下 で 、 支 援 を 行 い ま す 。  

6.  私 た ち は 、 子 ど も が 安 全 で 安 心 し た 生 活 が で き る よ う に 生 活 環 境 を

整 備 し ま す 。  

7.  私 た ち は 、 子 ど も と 真 正 面 か ら 対 峙 す る 姿 勢 を 示 し 伝 え る べ き こ と

を 伝 え て い き ま す 。  

 

7 つ の 主 要 責 務 （ 職 員 倫 理 綱 領 ）                                

 施 設 と い う  と も す れ ば 閉 鎖 的 に な り が ち な 空 間 、措 置 費 制 度 と い う 保 障 さ

れ た 財 政 基 盤 、 こ う し た 中 に 安 住 ・ 停 滞 す る こ と な く 、 児 童 福 祉 施 設 の あ る

べ き 姿 を 追 求 し 、 ７ つ の 願 い と ７ つ の 基 本 方 針 の 実 現 に 向 け 、 切 磋 琢 磨 す る

と 共 に 、 自 ら は 心 身 共 に 強 く 、 健 康 で あ る よ う 努 め 、 以 下 の 責 務 を 果 た す 。    

 

①  私 た ち 職 員 は 、 社 会 的 養 育 を 取 り 巻 く 内 外 の 困 難 な 状 況 を 認 識 し 、

そ の 社 会 的 役 割 と 責 任 を 果 た し ま す 。   

②  私 た ち 職 員 は 、 人 権 感 覚 を 磨 く と 共 に 、 「 人 の 心 の 痛 み を 理 解 し 、

共 感 し 、 分 か ち 合 え る 」 感 性 を 磨 き ま す 。   

③  私 た ち 職 員 は 、 福 祉 へ の 理 解 を 深 め 、 専 門 的 知 識 ・ 技 術 の 研 鑽 に 励

み ま す 。 積 極 的 に 研 修 に 励 み 、 専 門 性 を 身 に つ け ま す 。   

④  私 た ち 職 員 は 、 職 員 間 の 緊 密 な 連 携 を 強 め 、 「 認 め 合 い 」 「 励 ま し

合 い 」 「 話 し 合 う 」 相 互 理 解 と 協 力 を 深 め 、 「 共 に 学 び 」 「 共 に 頑

張 り 」 「 共 に 歩 む 」 姿 勢 を 堅 持 し ま す 。   

⑤  私 た ち 職 員 は 、 社 会 に 対 し 、 施 設 の 説 明 責 任 に 基 づ く 情 報 公 開 に 努

め 、第 三 者 評 価 機 関 に よ る 評 価 を 受 け 、そ の 結 果 を 真 摯 に 受 け と め 、

そ れ を 生 か し て ま い り ま す 。   

⑥  私 た ち 職 員 は 、 実 践 の 客 観 化 と 総 括 か ら 学 ん だ こ と を 教 訓 化 し 共 有

化 す る こ と に よ り 、 施 設 サ ー ビ ス の 向 上 に 努 め ま す 。   

⑦  私 た ち 職 員 は 、 困 難 を 伴 う 養 育 活 動 ゆ え 、 経 験 を 蓄 積 し 、 そ の 蓄 積

さ れ た 経 験 を 発 展 的 に 継 承 し て い き ま す 。   

 
【 参 考 】 社 会 福 祉 法 人 中 央 有 鄰 学 院  沿 革                                

社 会 福 祉 法 人 中 央 有 鄰 学 院 は 1897（ 明 治 30） 年 、 岐 阜 県 の 濃 飛 育 児 院

の 分 院 と し て 開 設 さ れ た 。そ の 後 分 離 独 立 し 1900（ 明 治 ３ ３ ）年 児 童 を 保

護 す る 施 設 、 豊 橋 育 児 院 と し て 豊 橋 に 誕 生 し 、 創 立 １ 2８ 周 年 を 迎 え る 。  

 

1921（ T.１ ０ ）年  ４ 月   非 行 児 童 の 指 導 を 開 始 、育 児 部 と 感 化 部 に 分 離 、

女 子 感 化 部 を 靜 修 女 学 校 と す る 。  

６ 月   名 称 を 豊 橋 有 鄰 財 団 と 改 名 。  

1924（ T.１ ３ ） 年  ６ 月   男 子 教 護 部 を 知 多 郡 大 高 町 北 関 山 に 移 築 し 、 進

修 学 校 と 称 す る 。  

1926（ T.１ ５ ） 年  ４ 月   女 子 教 護 部 靜 修 女 学 校 及 び 育 児 部 を 成 蹊 塾 と 改  

称 。  

1930（ S. ５ ） 年  ４ 月   女 子 教 護 部 を 知 多 郡 大 高 町 夜 寒 に 移 転 。  

1933（ S.  ８ ） 年  １ 月   本 財 団 を 大 高 町 北 関 山 に 移 転 し 名 称 を 中 央 有 鄰

学 院 と 改 称 す る 。  
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1948（ S.２ ３ ） 年  ７ 月   児 童 福 祉 法 の 施 行 に よ り 児 童 養 護 施 設 と な る 。

児 童 定 員 ３ ０ 名 。  

1952（S.２ ７）年 １ ０ 月    法 律 改 正 に よ り 財 団 法 人 よ り 社 会 福 祉 法 人 中 央

有 鄰 学 院 認 可 。  

1962（ S.３ ７ ） 年 １ ０ 月  院 舎 を 知 多 郡 大 高 町 字 洞 之 腰 ２ ０ － １ に 新 築  

移 転 す る 。  

1972（ S.４ ７ ） 年 １ ２ 月  定 員 を ６ ３ 名 に 変 更 す る 。  

2008（ H.２ ０ ）年 １ ０ 月  全 国 社 会 福 祉 協 議 会  設 立 １ ０ ０ 周 年 記 念 感 謝 の

集 い に て 明 治 時 代 創 立 の 全 国 ４ ０ 団 体 の 一 員 と

し て 特 別 表 彰 を 受 け る 。  

2010（ H.２ ２ ）年  ３ 月  旧 舎 を 取 り 壊 し 、創 立 １ １ ０ 周 年 記 念 事 業 と し て

新 し い 建 物 完 成   

    児 童 養 護 施 設 「 ゆ う り ん 」 定 員 ４ ５ 名 、 乳 児 院

「 ほ だ か 」 定 員 １ ５ 名 。 ふ れ あ い セ ン タ ー お お

だ か の 複 合 施 設 が ス タ ー ト  

 2012（ H.２ ４ ） 年 １ ０ 月  自 立 援 助 ホ ー ム 「 き ょ う わ 」 （ 定 員 ６ 名 ） 大  

府 市 共 和 に 開 設  

 2012（ H.２ ６ ） 年  ４ 月  ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン 「 ゆ う り ん 」 開 設  

  2017（ H.２ ９ ） 年  ４ 月  地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 「 か え で 」 （ 定 員 ６ 名 ）

名 古 屋 市 緑 区 南 大 高 に 開 設                        

自 立 援 助 ホ ー ム「 き ょ う わ 」（ 定 員 １ １ 名 に 増

員 ） 名 古 屋 市 緑 区 桶 狭 間 に 移 転  

 2018（ H.30） 年  ４ 月   収 益 事 業 （ 高 齢 者 生 活 支 援 事 業 ） 開 始  

 2021（ R.  3） 年   4 月    地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 「 あ お い 」 、 「 け や き 」

（ 各 定 員 ６ 名 ） 名 古 屋 市 緑 区 南 大 高 に 開 設                       

 2022（ R.  4） 年   5 月   地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 「 ゆ う 」 （ 定 員 ６ 名 ）  

名 古 屋 市 緑 区 南 大 高 に 開 設                        

 2023（ R.  5） 年   7 月   地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 「 か え で 」 （ 定 員 ６ 名 ）

名 古 屋 市 緑 区 南 大 高 1 丁 目 2107 番 へ 移 転  

2024（ R.  6） 年   4 月   地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 「 の ぞ み 」 （ 定 員 ６ 名 ）

名 古 屋 市 緑 区 瀬 木 南 に 開 設  

             児 童 自 立 生 活 援 助 事 業 Ⅱ 型 「 ゆ う り ん Ⅱ 型 」  

             （ 定 員 ４ 名 ） 事 業 開 始  

2025（ Ｒ ． 7） 年  １ 月   里 親 支 援 セ ン タ ー 「 ほ だ か の 里 」 開 設  

2025（ Ｒ ． 7） 年 １ ２ 月   妊 産 婦 等 生 活 援 助 事 業 「 あ ん 」 開 設  

2025（ Ｒ ．8）年  ２ 月   地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設「 こ は る 」（ 定 員 ６ 名 ） 

名 古 屋 市 緑 区 大 高 台 に 開 設  

＊ 多 く の 諸 先 輩 の 献 身 的 働 き に よ っ て 今 日 の 中 央 有 鄰 学 院 が 存 在 し て い る 。  
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社 会 福 祉 法 人 中 央 有 鄰 学 院  法 人 本 部  

 

法 人 本 部  2025(令 和 7)年 度 重 点 課 題                                

１ ． 法 人 の 理 念 ・ 基 本 方 針 ・ 職 員 倫 理 綱 領 の 周 知 徹 底  

２ ． 評 議 員 会 及 び 理 事 会 の 開 催  

３ ． 生 活 資 金 給 付 援 助 活 動 の 実 施  

４ ． 医 療 費 等 資 金 援 助 の 実 施  

５ ． 区 画 整 理 に よ る 土 地 の 活 用  

６ ． 鷲 が 岳 の 山 小 屋 「 あ お む し 」 の 活 用  

 

 

１ 、 法 人 の 理 念 ・ 基 本 方 針 ・ 職 員 倫 理 綱 領 の 周 知 徹 底                                        

法 人 理 念 の 周 知 法 人 の 理 念 は 、 中 央 有 鄰 学 院 が 運 営 す る 全 事 業 に 共 通 す る

行 動 規 範 と な る 。 そ れ ぞ れ の 事 業 に お い て 、 い か に 法 人 理 念 を 具 体 的 な 方 針

に つ な げ 、 「 目 的 」 と 「 目 標 」 を 示 す か が 、 事 業 を 推 進 す る う え で 重 要 と な

る 。 今 年 度 に お い て も 、 各 事 業 ・ 施 設 で は 、 職 員 全 員 に 理 念 の 周 知 を 図 り 、

事 業 の 推 進 を 図 っ た 。  

（ 以 下 、 各 事 業 に よ る 事 業 報 告 を ご 参 照 く だ さ い 。 ）  

 

 

２ 、 社 会 福 祉 法 人 評 議 員 会 ･理 事 会                                 

 評 議 員 会 ・ 理 事 会  

【 評 議 員 会  開 催 状 況 】  

●  2025(令 和 7)年 度  第 1 回 評 議 員 会  

  開 催 日  2025 年 6 月 16 日 （ 月 ） 午 後 2 時 30 分 ～  

  開 催 場 所  ふ れ あ い セ ン タ ー お お だ か  

  評 議 員 総 数  10 名  

  出 席 状 況  評 議 員（ 8 名 ）、理 事 長 、常 務 理 事 、理 事（ 2 名 ）、事 務（ 2 名 ） 

  議 案  評 議 員 会 （ 令 和 6 年 度 ） 議 事 録 確 認 の 件  

2025（ 令 和 6） 年 度  事 業 報 告 の 件  

     2025（ 令 和 6） 年 度  決 算 の 件  

     社 会 福 祉 充 実 計 画 の 件  

     定 款 変 更 の 件  

     役 員 改 選 （ 理 事 ・ 監 事 ） の 件  

     そ の 他  報 告 事 項 に つ い て  

 

【 理 事 会  開 催 状 況 】  

●  2025(令 和 7)年 度  第 1 回 理 事 会  

  開 催 日   2025 年 5 月 30 日 （ 金 ） 午 後 3 時 00 分 ～  

  開 催 場 所  ふ れ あ い セ ン タ ー お お だ か  

  理 事 総 数  6 名 （ 内 1 名 欠 席 ）  

  出 席 状 況  理 事 （ 5 名 ）、 監 事 （ 2 名 ） 陪 席 （ 事 務 局 2 名 ）  
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議 案  理 事 会 2025（ 令 和 6） 年 度 第 6 回 議 事 録 確 認 の 件  

2025（ 令 和 6） 年 度  事 業 報 告 （ 案 ） の 件  

     2025（ 令 和 6） 年 度  決 算 （ 案 ） の 件  

     社 会 福 祉 充 実 計 画 の 件  

     地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 の 件  

定 款 変 更 の 件  

役 員 改 選 （ 理 事 ・ 監 事 ・ 評 議 員 ） の 件  

評 議 員 選 任 ・ 解 任 委 員 会 召 集 の 件  

定 時 評 議 員 会 の 招 集 の 件  

そ の 他  報 告 事 項  

●  2025(令 和 7)年 度  第 2 回 理 事 会  

  開 催 日  2025 年 6 月 16 日 （ 月 ） 午 後 4 時 30 分 ～  

  開 催 場 所  ふ れ あ い セ ン タ ー お お だ か  

  理 事 総 数  6 名  

  出 席 状 況  理 事 （ 6 名 ）、 監 事 （ 2 名 ）  

  議 案  理 事 長 ・ 常 務 理 事 の 選 任 の 件  

●  2025(令 和 7)年 度  第 3 回 理 事 会  

  開 催 日   2025 年 7 月 22 日 （ 火 ） 午 後 3 時 00 分 ～  

  開 催 場 所  ふ れ あ い セ ン タ ー お お だ か  

  理 事 総 数  6 名  

  出 席 状 況  理 事（ 6 名 ）、監 事（ 2 名 ）、陪 席（ 副 施 設 長 ・事 務 局 等 4 名 ） 

  議 案  議 事 録 確 認 の 件  

     名 古 屋 市 妊 産 婦 等 生 活 援 助 事 業 の 件  

     そ の 他  報 告 事 項 に つ い て  

●  2025(令 和 7)年 度  第 4 回 理 事 会  

  開 催 日   2025 年 9 月 22 日 （ 月 ） 午 後 3 時 00 分 ～  

  開 催 場 所  ふ れ あ い セ ン タ ー お お だ か  

  理 事 総 数  6 名 （ 内 1 名 欠 席 ）  

  出 席 状 況  理 事（ 5 名 ）、監 事（ 2 名 ）、陪 席（ 副 施 設 長 ・事 務 局 等 4 名 ） 

  議 案  育 児 介 護 休 業 の 一 部 改 正 の 件  

     臨 時 職 員 就 業 規 則 の 一 部 改 正 の 件  

     ゆ う り ん Ⅱ 型 ・ き ょ う わ 移 転 、 ア パ ー ト 建 築 の 件  

そ の 他  報 告 事 項 に つ い て  

●  2025(令 和 7)年 度  第 5 回 理 事 会  

  開 催 日   2025 年 11 月 28 日 （ 金 ） 午 後 3 時 00 分 ～  

  開 催 場 所  ふ れ あ い セ ン タ ー お お だ か  

  理 事 総 数  6 名  

  出 席 状 況  理 事（ 6 名 ）、監 事（ 2 名 ）、陪 席（ 副 施 設 長 ・事 務 局 等 4 名 ） 

議 案  衛 生 管 理 お よ び 衛 生 委 員 会 に 関 す る 規 定 の 件  

   議 事 録 確 認 の 件  
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   2025（ 令 和 7） 年 度  上 半 期 業 務 執 行 報 告 の 件  

   2025（ 令 和 7） 年 度  補 正 予 算 （ 案 ） の 件  

   給 与 規 程 の 一 部 改 正 等 の 件  

   ゆ う り ん 定 員 変 更 の 件  

   き ょ う わ 移 転 の 件  

そ の 他  報 告 事 項 に つ い て  

●  2025(令 和 7)年 度  第 6 回 理 事 会  

  開 催 日   2026 年 1 月 16 日 （ 金 ） 午 後 3 時 00 分 ～  

  開 催 場 所  ふ れ あ い セ ン タ ー お お だ か  

  理 事 総 数  6 名  

  出 席 状 況  理 事（ 6 名 ）、監 事（ 1 名 ）、陪 席（ 副 施 設 長 ・事 務 局 等 3 名 ） 

  議 案  理 事 会 議 事 録 確 認 の 件  

     経 理 規 定 の 一 部 改 正 の 件  

     児 童 自 立 生 活 援 助 事 業 Ⅱ 型 2 箇 所 目 開 設 の 件  

     （ 管 理 運 営 規 定 の 一 部 改 定 ）  

 そ の 他  報 告 事 項 に つ い て  

●  2025(令 和 7)年 度  第 7 回 理 事 会  

  開 催 日   2026 年 3 月 31 日 （ 火 ） 午 後 3 時 00 分 ～  

  開 催 場 所  ふ れ あ い セ ン タ ー お お だ か  

  理 事 総 数  6 名  

  出 席 状 況  理 事（ 6 名 ）、監 事（ 2 名 ）、陪 席（ 副 施 設 長 ・事 務 局 等 4 名 ） 

議 案  理 事 会 議 事 録 確 認 の 件  

 2026（ 令 和 8） 年 度  事 業 計 画 （ 案 ） の 件  

 2026（ 令 和 8） 年 度  予 算 （ 案 ） の 件  

 経 理 規 定 の 一 部 改 正 の 件  

 2026（ 令 和 8） 年 度  定 年 延 長 再 雇 用 の 件  

 就 業 規 則 の 一 部 改 正 の 件 お よ び 表 彰 規 程 の 件  

 そ の 他  各 施 設 状 況 の 報 告  

 

３ 、 生 活 資 金 給 付 援 助 活 動                               

生 活 資 金 給 付 援 助 活 動 と は 、2016（ 平 成 28）年 度 よ り 実 施 し て い る「 生

活 資 金 給 付 援 助 活 動 」 。 中 央 有 鄰 学 院 が 運 営 す る 児 童 養 護 施 設 、 自 立 援 助 ホ

ー ム 等 を 退 所 後 、 大 学 等 へ 進 学 し た 児 童 に 対 し 、 生 活 資 金 給 付 の 援 助 を 行 う

活 動 。  

 

 

【 活 動 内 容 】  

 給 付 対 象 者 ； 児 童 養 護 施 設 ゆ う り ん ・ 自 立 援 助 ホ ー ム き ょ う わ を 退 所 後 、

大 学 等 高 等 教 育 を 受 け る 者  

 給  付  額 ； 毎 月 3 万 円 の 給 付  
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 給 付 方 法； 原 則 と し て 「 手 渡 し 」 ※ 児 童 の 生 活 状 況 や 様 子 を 知 る た め に 、

あ え て 手 渡 し と し た 。  

【 生 活 資 金 給 付 援 助 活 動 の 実 績 】  

2023（ 令 和 5） 年 度  対 象 者 ３ 名  大 学 １ 年 （ ２ ） 、 大 学 ２ 年 （ １ ）  

2024（ 令 和 ６ ）年 度  対 象 者 ３ 名  大 学 １ 年（ １ ）、大 学 ２ 年（ １ ）、大

学 ４ 年 （ １ ）  

2025（ 令 和 7） 年 度  対 象 者 ２ 名  大 学 3 年 （ 1） 、 大 学 １ 年 （ 1）  

 

４ 、 医 療 費 等 資 金 援 助 の 実 施                              

医 療 費 等 資 金 援 助 と は 、 社 会 福 祉 法 人 中 央 有 鄰 学 院 の 経 営 す る 各 施 設 に 入

所 、 あ る い は 入 所 し て い た 者 に 対 す る 医 療 費 の 資 金 援 助 を 目 的 と し て い る 。  

【 活 動 内 容 】  

 給 付 対 象 者 ； 児 童 養 護 施 設 ゆ う り ん ・ 自 立 援 助 ホ ー ム き ょ う わ に 在 籍 、 あ

る い は 退 所 し た 者 で 、 ３ ０ 歳 に 満 た な い 者 と す る 。  

 給  付  額 ； １ 人 上 限 30 万 円 と す る 。   

 給 付 方 法；  本 人 申 請 と し 、 本 人 の 口 座 に 振 り 込 む こ と と す る 。  

【医療費等資金援助の実績】  

2023（ 令 和 5） 年 度   対 象 者   な し  

2024（ 令 和 6） 年 度   対 象 者   な し  

2025（ 令 和 7） 年 度   対 象 者   2 名  

 

５ 、 区 画 整 理 に 伴 う 土 地 の 活 用                            

 区 画 整 理 に よ り 取 得 し た 土 地 の 活 用 に つ い て 現 場 職 員 に よ る プ ロ ジ ェ ク ト

会 議 を 発 足 さ せ 、 話 し 合 い を 進 め て き た 。 障 が い 関 係 、 保 育 事 業 等 を 検 討 す

る 。  

 

６ 、 鷲 が 岳 の 山 小 屋 の 活 用                              

 子 ど も 達 、 職 員 及 び そ の 家 族 、 友 人 等 の 利 用 者 も 徐 々 に 増 え て い て い る 。

今 後 は 利 用 し て い た だ く 範 疇 と 管 理 方 法 を ど の よ う に し て い く の か を 早 急 に

検 討 し て い か な け れ ば な ら な い 。  
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法 人 組 織 図 ・ 会 議 機 能 図                                    

 

(1) 組 織 図 （ 責 任 分 掌 図 ）  
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児 童 養 護 施 設  ゆ う り ん                          

 

１ ．  事 業 の 目 的  

児 童 福 祉 法 第 41 条 （ 目 的 ）  

児 童 養 護 施 設 は 、保 護 者 の な い 児 童 (乳 児 を 除 く 。た だ し 、安 定 し た 生

活 環 境 の 確 保 そ の 他 の 理 由 に よ り 特 に 必 要 の あ る 場 合 に は 、 乳 児 を 含

む 。以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。)、虐 待 さ れ て い る 児 童 、そ の 他 環 境 上

養 護 を 要 す る 児 童 を 入 所 さ せ て 、 こ れ を 養 護 し 、 あ わ せ て 退 所 し た 者

に 対 す る 相 談 そ の 他 の 自 立 の た め の 援 助 を 行 う こ と を 目 的 と す る 。  

 

２ ．  社 会 的 養 護 の 現 状 と 施 設 の 変 革  

子 ど も は 「 社 会 の 宝 」 で あ る 。 少 子 化 が 進 ん で い る 中 で 、 子 ど も の 数

は 減 っ て い る が 虐 待 相 談 件 数 は 増 え 続 け て い る 。 虐 待 対 応 が 追 い 付 か

な い 現 状 が あ る 中 で 児 童 福 祉 法 が 改 正 さ れ 、 新 し い 社 会 的 養 育 ビ ジ ョ

ン が 出 さ れ た 。 児 童 養 護 施 設 の 役 割 が 家 族 機 能 を サ ポ ー ト す る た め に

多 機 能 化 、 高 機 能 化 へ と 変 換 が 求 め ら れ て い る 。 ゆ う り ん 理 念 で あ る

目 の 前 の 子 ど も た ち の 最 善 の 利 益 を 考 え 、 「 と な り に い る 」 存 在 と な

れ る よ う に 、 そ の 輪 が 広 げ ら れ る よ う に 進 め て い く 。  

 

３ ．  基 本 方 針  理 念 で あ る 「 有 鄰 （ 隣 に 有 る ） 」 の 具 現 化 を 目 指 す  

上 記 の 社 会 の ニ ー ズ を 踏 ま え て 、 目 の 前 の 子 ど も の 隣 に い る 支 援 の 意

義 を 抱 き 、 そ の 専 門 性 を 活 用 し て 地 域 の 家 族 に と っ て 必 要 な と き に 繋

が れ る 居 場 所 と な れ る よ う に 発 展 す る 組 織 を 築 く 。   

 

４ ．  目 標 「 社 会 で 子 ど も を 育 て る 支 援 の 実 践 」  

 

 

（ １ ） 第 一 に 安 心 ・ 安 全 を 目 指 し た 支 援  

 

 

（ ２ ）  子 ど も が 必 要 な と き に 繋 が れ る 居 場 所 作 り  

 

 

（ ３ ） 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化  
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５ ．  202５ 年 度  組 織 体 系 (職 員 配 置 )  

 

 

 

６ ．  事 業 計 画 の 具 体 的 内 容   

—  社 会 で 子 ど も を 育 て る 支 援 の 実 践  －  

 

(1)  第 一 に 安 心 を 目 指 し た 支 援  

—  環 境 設 定 ・ ア セ ス メ ン ト ・ 応 答 性 ・ 共 感 性 ・ 情 報 共 有 の 強 化  －                     

 

今 年 度 は 、 子 ど も が 適 切 な 相 手 に 頼 れ る よ う に な る こ と を 目 標 に 生 活 の 中

で 安 心 感 、 安 全 感 を 育 む た め の 支 援 を 行 っ た 。 ま た 、 人 間 形 成 の 土 台 で あ る

ア タ ッ チ メ ン ト （ 愛 着 ） の 視 点 （ 「 安 心 」 「 探 求 心 」 「 内 在 化 」 ） を 重 視 し

た 養 育 を 通 し て 、 職 員 が 理 念 で あ る 「 有 鄰 （ と な り に い る 存 在 ） 」 と な る こ

と を 目 指 し た 。  

施 設 内 研 修 で は 、 新 人 研 修 に 加 え て 、 2 年 目 以 上 の 職 員 を ３ グ ル ー プ に 分

け て 外 部 講 師 を 中 心 に 事 例 検 討 を 行 っ た 。職 員 間 の 横 の つ な が り を 意 識 し て 、

各 職 員 の 発 信 力 の 向 上 と 講 師 か ら 新 た な 視 点 を 学 ぶ 機 会 と な っ た 。 ま た 、 ペ

ア レ ン ト ト レ ー ニ ン グ の 研 修 で は 、 各 部 屋 の リ ー ダ ー が 参 加 し 、 タ ー ゲ ッ ト

と な る 子 ど も を 部 屋 ご と に 決 め て も ら っ た 。 リ ー ダ ー を 中 心 と し て 、 各 部 屋

の 職 員 が ペ ア レ ン ト ト レ ー ニ ン グ に 基 づ い た 対 応 が で き る よ う に 研 修 を 行 っ

た 。 次 年 度 も 同 じ 形 式 の 研 修 を 行 い 、 さ ら な る 定 着 を 図 る 。  

ま た 、 食 の 面 で は 調 理 専 門 職 員 が 小 舎 に 入 り 、 現 場 職 員 と と も に 子 ど も た
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ち の 目 の 前 で 食 事 を 作 っ て い る 。 ア タ ッ チ メ ン ト の 形 成 に お い て 重 要 で あ る

食 育 を 通 し て 、子 ど も 自 身 が 大 切 に さ れ て い る と 感 じ る こ と を 目 指 し て い る 。 

さ ら に 、 施 設 の 分 散 化 に よ り 職 員 数 が 増 え た 一 方 で 、 複 雑 で 高 度 な 養 育 を

必 要 と す る 子 ど も た ち の 入 所 も 増 加 し て い る 。 個 々 の 特 性 に あ わ せ た 関 わ り

が 要 求 さ れ る 中 で 課 題 と な っ て い る の が 、「 職 員 の 孤 立 」と 子 ど も の 意 向 を 何

で も 聞 い て し ま う 「 立 場 の 逆 転 」 で あ る 。  

「 職 員 の 孤 立 」 は 、 主 任 や バ ッ ク ア ッ プ 職 員 が 定 期 的 に 現 場 に 入 っ た り 、

OJT 職 員 に よ る 定 期 的 な 聞 き 取 り 、丁 寧 な 引 継 ぎ 会 、教 育 シ ス テ ム 、会 議 を

含 め た 環 境 調 整 を す る こ と で 組 織 的 に 対 策 し て い る 。 具 体 的 な 子 ど も へ の 対

応 に つ い て は 、 引 継 ぎ 会 や ホ ー ム 会 、 子 ど も 会 議 を 用 い て 専 門 性 を 高 め て い

る 。  

「 立 場 の 逆 転 」 を 起 こ さ な い た め に は 、 職 員 の 言 語 化 能 力 の 向 上 、 説 明 責

任 の 意 識 化 が 重 要 で あ る 。 子 ど も の 要 求 に 対 し て 、 そ の 要 求 を 叶 え る こ と が

で き な い 場 合 に は 、 そ の 理 由 を 説 明 す る こ と が 必 要 に な る 。 特 に 、 子 ど も の

ア ド ボ カ シ ー の 観 点 で 問 題 に な る こ と が 多 く 、 子 ど も の 安 心 安 全 を 守 る こ と

が で き な い と 職 員 が 判 断 し た 場 合 に は 、 子 ど も の 意 見 と 相 反 す る 対 応 を し な

け れ ば い け な い と き も あ る 。 そ の 際 に は 、 子 ど も 自 身 だ け で な く 、 関 係 機 関

へ そ の 判 断 の 理 由 を 丁 寧 に 伝 え な け れ ば な ら な い 。 こ の 言 語 化 能 力 の 向 上 の

た め に 、 ホ ー ム 会 議 毎 に ピ ア グ ル ー プ ス ー パ ー ビ ジ ョ ン を お こ な っ た 。 自 分

の 困 り ご と を 経 験 の 年 数 の 壁 を 越 え て 質 問 を し た り 、 ア ド バ イ ス を 伝 え る 経

験 を 通 し て 、 職 員 の 言 語 化 の 力 だ け で な く チ ー ム 力 の 向 上 が で き た 。 ま た 、

小 舎 を ま た が っ た グ ル ー プ で の 事 例 検 討 で は 、 普 段 意 見 を 聞 く こ と が あ ま り

で き な い 他 小 舎 の 職 員 の 意 見 を 聞 く こ と が 出 来 た り 、 対 応 困 難 な ケ ー ス を 共

有 す る こ と で 、 新 た な 視 点 を 獲 得 し た り 、 横 の つ な が り を 構 築 す る こ と が で

き た 。  

 

 

(2) 子 ど も が 必 要 な と き に 繋 が れ る 居 場 所 作 り  

—  「 権 利 擁 護 」 「 子 ど も の 最 善 の 利 益 」 「 職 員 体 制 」 の バ ラ ン ス を 考

え た 組 織 作 り  －  

 

【 権 利 擁 護 】  

事 業 計 画 の 通 り 、 下 記 の ５ つ の 取 り 組 み を 実 施 し た 。  

ⅰ ．５ カ 所 あ る 地 域 小 規 模 に 関 し て は ２ つ の ユ ニ ッ ト で １ グ ル ー プ と 考 え て 、

相 互 の 相 談 や 教 育 、 月 ２ 回 の ホ ー ム 会 議 で の 情 報 共 有 を 実 施 し た 。  

ⅱ ．主 任 、専 門 職 が 施 設 全 体 に 目 を 向 け て 、各 小 舎 担 当 職 員 と の 連 携 を 通 し

て 横 の 繋 が り を 築 い て い く と 同 時 に 、チ ー ム を 築 い て い く 。そ の た め に 、

心 理 的 安 全 性 を 保 ち 、 自 己 効 力 感 を 高 め る 人 材 育 成 委 員 会 を 発 足 し た 。

人 材 育 成 委 員 で は 、心 理 的 安 全 性 の ア ン ケ ー ト の 実 施 、外 部 講 師 に よ る

SV 窓 口 の 設 置 な ど 行 っ た 。  
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ⅲ ．権 利 侵 害 の 中 で も 特 に リ ス ク の 高 い ケ ー ス や 、性 の 問 題 行 動 に つ い て は

毎 月 の 権 利 擁 護 委 員 会 と 職 員 会 で 継 続 的 に ロ ー ル プ レ イ を 行 い 、対 処 法

を 共 有 し た 。  

ⅳ ．年 間 の 予 定 と し て 子 ど も 会 議 、ヒ ア リ ン グ の サ イ ク ル を 継 続 す る こ と で 、

権 利 侵 害 を 未 然 に 防 ぐ シ ス テ ム の 構 築 を 図 っ た 。  

Ⅴ ．ア ド ボ カ シ ー 制 度 を 導 入 し 子 ど も の 意 見 表 明 を 支 援 す る 。外 部 の ア ド ボ

ケ イ ト 機 関 （ 愛 知 PFS 協 会 ） に 委 託 し 、 定 期 的 に 子 ど も た ち が 気 持 ち

を 声 に 出 せ る 機 会 を 設 定 し た 。 毎 月 第 一 火 曜 日 に ア ド ボ ケ イ ト 4 名 が

来 所 し 、子 ど も た ち と 遊 び を 通 し て 顔 な じ み に な っ て い る 。１ 年 間 継 続

し て 行 っ た こ と で 、 子 ど も か ら 「 今 日 ア ド ボ ケ イ ト の 人 来 る で し ょ 。 」

と 子 ど も の 中 に ア ド ボ ケ イ ト 機 関 を 位 置 づ け る こ と が で き た 。  

 

児 童 福 祉 法 が 変 動 す る 中 で 、 子 ど も 主 体 の 考 え 方 を 職 員 と 共 に 議 論 し て い

る 。 自 立 支 援 計 画 票 の 作 成 に 当 た っ て も 、 子 ど も 自 身 の 主 体 性 が 重 視 で き る

よ う に 意 見 を 聞 き な が ら 作 成 を し て い る 。  

 

 

【 子 ど も の 最 善 の 利 益 へ 向 か う 職 員 集 団 作 り 】  

組 織 作 り に お い て は 、 ま ず 心 理 的 安 全 性 を 重 視 す る こ と を 伝 え て い る 。  

特 に 、 １ 、 尊 重 す る   ２ 、 非 難 し な い   ３ 、 指 摘 し 合 う  

の ３ 点 を 合 言 葉 の よ う に 伝 え て い る 。 職 員 が 成 長 す る た め に は 、 お 互 い の 意

見 を 尊 重 し 合 い 、 活 発 な 意 見 交 換 が で き る 事 。 他 者 の 意 見 を 非 難 す る の で は

な く 、 幅 広 い 意 見 に 触 れ る 事 で 自 分 の 考 え の 幅 を 広 げ る 事 。 意 見 の 相 違 が あ

れ ば 、 遠 慮 な く お 互 い に 指 摘 し 合 え る 関 係 性 を 作 り 、 風 通 し の い い 職 員 集 団

で あ る 事 が 重 要 で あ る 。  

そ の た め に 、 人 材 育 成 の 面 か ら 、 「 人 材 育 成 委 員 会 」 を 発 足 し て 、 今 後 の

施 設 内 研 修 の 在 り 方 や 、 チ ュ ー タ ー 制 度 の よ り 良 い 活 用 方 法 等 の 検 討 を 行 っ

た 。 ま た 、 職 員 が 気 軽 に 外 部 講 師 に 相 談 で き る シ ス テ ム 作 り も 行 い 、 ポ ス タ

ー の 作 成 、 相 談 場 所 の 確 保 な ど を お こ な っ た 。  

 

【 医 務 ・ 看 護 】  

医 療 面 で は 、 看 護 師 の 加 算 配 置 に よ り 、 健 康 面 の 知 識 向 上 や 怪 我 、 病 気 へ

の 対 応 、 服 薬 管 理 の マ ニ ュ ア ル 化 等 を す す め 生 活 の 中 に 根 付 い て き た 。  

看 護 師 配 置 3 年 目 。在 院 児 の 健 や か な 成 長 を 目 指 し 日 々 健 康 に 過 ご せ る こ

と を 目 標 に し て い る 。  

医 務 マ ニ ュ ア ル の 改 訂 を し 、 感 染 症 や 事 故 へ の 対 応 が ど の 職 員 ・ 小 舎 で も

同 じ 対 応 が 取 れ る 体 制 を 整 え た 。 生 活 医 務 部 会 や 職 員 会 議 を 通 し て 誤 嚥 窒 息

の デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン を 実 施 し た り 、 脱 水 、 熱 中 症 対 策 を ク イ ズ 形 式 で 提

供 し 予 防 、 対 処 法 の 浸 透 に 努 め た 。  
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今 後 は 職 員 の 知 識 ・ 技 量 の 向 上 に 努 め る と と も に 子 ど も の 健 康 状 態 を デ ー

タ ベ ー ス 化 し て 把 握 し て い く 。  

 

 

ⅱ ． 会 議  

毎 週 月 曜 日 （ 祝 日 の 際 は 火 曜 日 ） に 会 議 日 を 設 定 し て 支 援 計 画 と そ の 進 行

状 況 の チ ェ ッ ク と 振 り 返 り を 行 っ て い る 。 ま た 、 委 員 会 ・ 部 会 を 設 け て 全 体

運 営 の 役 割 分 担 を 行 っ て い る 。 例 え ば 、 ホ ー ム 会 で は 自 立 支 援 計 画 表 に 沿 っ

た 月 目 標 の 作 成 と 実 行 の 振 り 返 り を 行 う 。 環 境 部 会 で は 、 全 体 の 清 潔 さ を 保

つ チ ェ ッ ク や 各 役 割 （ 修 繕 、 車 管 理 、 造 園 等 ） の 実 行 報 告 を 行 う 。 生 活 医 務

部 会 で は 、 健 康 管 理 、 金 銭 管 理 、 衣 類 、 生 活 用 品 の 業 者 の 発 注 等 の 確 認 を 行

う 。 今 年 度 か ら は 、 ICT（ 情 報 通 信 技 術 ） 部 会 を 設 立 し 近 年 大 き く 変 化 し 続

け て い る 情 報 通 信 技 術 に つ い て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 活 用 法 や 子 ど も の 携 帯 電

話 の 使 用 法 、 業 務 効 率 化 な ど に つ い て 実 践 を 積 み 上 げ て い く 事 が で き た 。 小

舎 に 分 か れ た 組 織 の 中 で 、 各 小 舎 の 職 員 一 人 ひ と り が 委 員 会 ・ 部 会 の 一 つ に

所 属 す る こ と で 、 所 属 す る 部 屋 だ け で は な く 、 ゆ う り ん 全 体 の 運 営 を 意 識 で

き る よ う に し て い る 。  

部 署 ご と に 全 体 運 営 の 役 割 を 担 う こ と で 、 全 体 の 繋 が り と 施 設 運 営 の 当 事

者 感 覚 を 持 ち 、 専 門 性 を 高 め て い く こ と を 目 指 す 。 ま た 年 度 末 に は 実 践 報 告

会 を 設 け て 、 各 委 員 会 、 部 会 の 年 間 報 告 を 外 部 の 方 も 招 待 し て お こ な っ て い

る 。 他 に も そ の 実 践 を 論 文 や レ ポ ー ト 、 マ ニ ュ ア ル 化 等 を 進 め る 事 で 次 世 代

に も 引 き 継 い で い け る よ う に す る こ と を 重 視 し て い る 。  

 

 

会 議  内 容  頻 度  時 間  

主 任 会  人 事 ・ 体 制 検 討  随 時  １ H 

リ ー ダ ー 会  養 育 （ ケ ー ス 会 議 ・ 理 念 ・ 基 準 の 共 有 ） ・ 運 営  １ ／ 週  ２ H 

合 同 リ ー ダ

ー 会  

各 機 関（ 自 立・FSW・地 域・食 育・心 理 ）報 告 ・

検 討  

１ ／ 月  １ H 

ホ ー ム 会  小 舎 養 育 ・ 運 営 ・ 小 舎 会 ・ ロ ー ル プ レ イ  １ or２ ／ 月  

（ 第 ２ ・ ４ ）  

２ H 

委 員 会  キ ャ リ ア サ ポ ー ト ・ 性 教 育 権 利 擁 護  

・ 生 い 立 ち ・ 人 材 育 成  

１ ／ 月（ 第 １ ） １ H 

部 会  行 事 ・ 環 境 ・ 生 活 医 務 ・ ICT １ ／ 月（ 第 １ ） １ H 

職 員 会  指 針 ・ 各 委 員 会 、 部 会 の 全 体 共 有 ・ Ｇ Ｗ ・ 研 修

報 告  

１ ／ 月（ 第 ３ ） ２ H 

連 携 会  FSW 会 ・ 地 域 会 ・ ア フ タ ー ケ ア の 情 報 共 有  

地 域 支 援 検 討 ・ 実 践 報 告 （ 居 場 所 作 り ・ シ ョ ー

ト ス テ イ ・ 在 宅 支 援 等 ） ・ 権 利 擁 護  

１ ／ 月（ 第 ２ ） ４ ０ M 

FSW 会  家 庭 支 援 検 討 報 告 ・ 里 専 ・ 地 域 支 援  １ ／ 月（ 第 ２ ） ４ ０ M 
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食 育 会  食 育 ・ 情 報 共 有 ・ 行 事 ・ 小 舎 調 理 等  １ ／ 月  １ H 

施 設 内 研 修  ア セ ス メ ン ト 研 修  １ ／ 月  １ ．５ H 

外 部 Ｓ V ペ ア レ ン ト ト レ ー ニ ン グ ・ SV １ ／ 月  ２ Ｈ  

外 部 研 修  主 体 的 な 参 加 と 施 設 共 有 へ の 反 映  随 時   

 

ⅲ ． ヒ ア リ ン グ ・ チ ェ ッ ク シ ー ト   

リ ー ダ ー と の ヒ ア リ ン グ を 年 2 回 実 施 し て い る 。施 設 長 は 適 宜 に 面 談 を 行

っ て い る 。今 年 度 は 、中 間 報 告 含 め て 主 任 、リ ー ダ ー と の ヒ ア リ ン グ を 2 回

追 加 し た 。 そ の 際 に 、 各 職 員 は 目 標 達 成 シ ー ト と 権 利 擁 護 チ ェ ッ ク リ ス ト 、

自 己 評 価 シ ー ト を 提 出 し 、 9 月 に は 中 間 に お け る 達 成 状 況 を 確 認 で き た 。 子

ど も 同 様 に 職 員 も 、 良 い 子 、 完 璧 を 目 指 す の で は な く 、 自 己 覚 知 と 色 々 な こ

と に チ ャ レ ン ジ す る こ と を 重 視 し て い き 自 己 効 力 感 を 持 ち 働 く 職 場 を 目 指 す 。 

 

ⅳ ． 人 材 確 保  

 上 記 の 心 理 的 安 全 性 を 保 ち 、 自 己 効 力 感 を 抱 く 職 場 風 土 を 目 指 し た 上 で 、

実 習 生 ・ 大 学 生 ボ ラ ン テ ィ ア ・ ア ル バ イ ト の 積 極 的 受 け 入 れ と 教 育 シ ス テ ム

を 継 続 す る 。  

 

（ ３ ）  地 域 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化  

 —  居 場 所 作 り ・ 虐 待 予 防 ネ ッ ト ワ ー ク  －  

  

地 域 に は 困 難 を 抱 え て も Ｓ Ｏ Ｓ を 出 せ な い 親 子 が た く さ ん い る 。 そ う い っ

た 親 子 に 手 を 差 し 伸 べ る に は 、 定 期 的 に 顔 を 合 わ せ る こ と 、 ち ょ っ と 相 談 し

て み よ う と 思 え る 関 係 作 り 、 相 談 を 受 け た 時 に 適 切 に 対 応 で き る よ う 他 機 関

と の 連 携 が 必 要 だ と 考 え る 。 当 法 人 の 理 念 「 と な り に い る 」 と い う 姿 勢 や 支

援 の ノ ウ ハ ウ は 地 域 の 親 子 に と っ て も 必 要 な 支 援 と な る 。 そ れ ら 支 援 を 社 会

的 養 護 が 必 要 な 子 ど も と 繋 が る 場 や 子 ど も 食 堂 、 学 習 支 援 等 、 公 的 に も 求 め

ら れ て い る 支 援 モ デ ル と な る よ う に 発 展 し て い く 。  

既 存 の 取 り 組 み と し て は 、 地 域 の 少 年 が 集 ま る バ ス ケ チ ー ム の コ ー チ （ 週

１ 回 ） 、 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ お 父 さ ん チ ー ム の 「 お や じ の 会 」 の 所 属 と ド ッ ジ ボ ー

ル の コ ー チ （ 月 １ 回 ） 、 部 活 動 コ ー チ （ 週 １ 回 ） 、 地 元 の お 祭 り の お 囃 子 の

練 習 場 所 や 、宿 場（ 期 間 限 定 週 １ 回 ）、地 域 の 親 子 が 毎 日 施 設 内 に 訪 れ る「 子

育 て 支 援 拠 点 事 業 」 、 精 神 科 医 に よ る ギ タ ー 発 表 会 、 清 掃 活 動 、 子 ど も 食 堂

（ 週 １ 回 ） 等 が あ る 。  

地 域 と の 繋 が り は 増 え て お り 、 将 来 的 に は 、 こ れ ら の 繋 が り を 地 域 の 子 育

て 家 庭 を 守 る ネ ッ ト ワ ー ク に 繋 げ て い く 。 毎 週 木 曜 日 の も り カ フ ェ は そ の 一

環 で あ る 。  
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【 も り カ フ ェ 】  

 近 隣 の 団 地 で 毎 週 木 曜 日 に 夕 食 を 提 供 し て い る 。 １ 回 の 平 均 来 場 者 数 は

127 名 で あ っ た 。 150 名 を 超 え る 日 も あ り 、 地 域 に 認 知 さ れ 居 場 所 と な っ

て い る と 感 じ て い る 。 子 ど も が ８ 割 で 小 中 学 生 が 多 い 。 ま た 、 ご 家 族 で 来 場

し て く れ た り 、 高 齢 者 の み で 来 場 す る 方 も 増 え た 。  

親 子 か ら さ ま ざ ま な 相 談 を 受 け る よ う に な っ た た め 、 も り カ フ ェ に で き る

支 援 を 模 索 し た り 、 関 係 機 関 と の 情 報 交 換 ・ 連 携 を 密 に 行 っ て い る 。 心 配 な

家 庭 の 支 援 関 係 者 に よ る サ ポ ー ト 会 議 に 出 席 し て 見 守 り を 続 け て い る 。 今 後

も 「 と な り に い る 」 支 援 を 大 切 に 、 関 係 機 関 と 連 携 し て 地 域 の 親 子 が 安 心 で

き る 居 場 所 、 相 談 で き る 場 所 と し て 機 能 し て い き た い 。  
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【 ア フ タ ー ケ ア の 実 践 】  

当 法 人 の 理 念 で あ る 「 隣 に 有 る 」 は 退 所 し た 後 も 続 く 。 一 般 的 に も 18 歳

の 子 ど も が 社 会 適 応 す る こ と は 難 し い 。 そ の た め に 、 困 っ た 時 に ヘ ル プ が 出

せ る よ う に 「 子 ど も と 繋 が り 続 け る こ と 」 を 大 切 に し て い る 。  

今 年 度 は 8 名 の 退 所 者 と 大 き く か か わ り を 持 つ 機 会 が あ っ た 。そ の 中 に は 、

自 死 に 至 っ た ケ ー ス も あ っ た 。 家 庭 引 取 後 は 連 絡 や 関 り が な く 、 3 年 前 に 一

度 来 所 し た の が 最 後 と な っ て い た た め 、 ど の よ う な 人 生 を 歩 み 、 な ぜ 死 を 選

ぶ に 至 っ た の か を 知 る こ と が で き な か っ た 。  

一 方 で 、 退 所 者 （ 30 代 ） が メ ン タ ル 不 調 と な っ た 際 に は 、 兄 弟 か ら 相 談

が あ り 、 入 院 に つ な げ る こ と が で き た 。 つ な が り が 続 い て い た か ら こ そ 支 援

で き た ケ ー ス と 、 つ な が り が 途 切 れ て し ま っ て い た た め に 見 え な か っ た ケ ー

ス が 対 照 的 で あ り 、 退 所 後 も つ な が り 続 け る こ と の 大 切 さ を あ ら た め て 感 じ

た 一 年 で あ っ た 。  
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【 退 所 者 支 援  実 績 報 告 】  

  実 数  来 院  宿 泊  訪 問  連 絡  そ の 他  総 合 計  

４ 月  18 9  5 77 4 95 

５ 月  22 11  4 63 2 80 

６ 月  31 ５   ６  196 7 214 

７ 月  29 10  2 138  150 

８ 月  29 7 18 4 158 3 150 

９ 月  28 9 22 5 121 15 172 

１ ０ 月  38 16 16 6 228 2 268 

１ １ 月  32 8  8 109 2 127 

１ ２ 月  29 20 1 6 118 8 153 

１ 月  35 35 23 5 290 7 360 

２ 月  20 16 35 5 109 56 295 

３ 月  25 7 42 4 105 61 304  

合 計   153 157 60 1712 167 2368 

 

 

【 措 置 延 長 と 自 立 生 活 援 助 事 業 Ⅱ 型 の 活 用 】  

当 施 設 は 退 所 者 制 度 が 整 う 以 前 か ら 、 ア パ ー ト や 空 き 小 舎 を 利 用 し て 、 退

所 者 の 支 援 を 行 っ て き て き た 。制 度 化 が 進 み「 措 置 延 長 の 積 極 的 な 活 用 」「 児

童 自 立 生 活 援 助 事 業 Ⅱ 型 （ 以 下 、 Ⅱ 型 ） 」 が 拡 充 さ れ た 。 昨 年 度 開 設 し た ゆ

う り ん Ⅱ 型 で は 、 援 助 が 必 要 な 措 置 解 除 者 や 、 こ れ ま で 社 会 的 養 護 の 支 援 を

受 け ら れ な か っ た 者 も 、 制 度 の 中 で 支 援 を 行 え る よ う に な っ た 。  

Ⅱ 型 は 法 人 理 念 を 基 に 「 若 者 を 社 会 か ら 孤 立 さ せ な い 、 支 援 者 と し て 繋 が り

続 け る 」 と 支 援 方 針 を 立 て た 。 安 心 安 全 が 保 障 さ れ た 住 環 境 と 、 Ⅱ 型 か ら 提

供 す る 食 事 を ベ ー ス と し た 食 生 活 の 安 定 を 基 盤 に 、利 用 者 は や り た い こ と（ 自

己 実 現 ） に 向 か っ て 意 欲 的 に 社 会 参 加 で き る よ う に な っ て い る 。 Ⅱ 型 の ニ ー

ズ は 高 く 、 満 員 の 状 態 が 続 い て い る 為 定 員 拡 充 も 視 野 に 入 れ て い る 。  

 

 

【 家 庭 支 援 の 実 践 】   

R7 年 度 の 家 庭 復 帰 件 数 は ８ 件 と 例 年 よ り 多 く 、 そ の 中 に は 想 定 外 の ケ ー

ス が あ っ た 。 子 ど も の 気 持 ち 、 親 と の 意 思 疎 通 は 欠 か せ な い が 、 親 の 都 合 や

独 断 に よ っ て 家 庭 復 帰 へ の ス ピ ー ド が 停 滞 し た り 、 も し く は 急 激 な ス ピ ー ド

ア ッ プ に 子 ど も が 翻 弄 さ れ る ケ ー ス が あ っ た 。 幼 い 子 ど も の 意 思 確 認 が で き

な い ま ま の 家 庭 復 帰 は 心 が 痛 く 、 児 童 相 談 所 と の 役 割 分 担 と 連 携 の 重 要 性 を

痛 感 し て い る 。  
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 家 庭 復 帰 を 前 に 頻 度 が 上 が る 施 設 や 児 童 相 談 所 と の や り 取 り を 煩 わ し く 感

じ 、 家 庭 復 帰 後 に は 連 絡 を 断 ち 切 り た い と 考 え て い る 保 護 者 も い る 。 家 庭 復

帰 後 の 子 ど も た ち の 安 全 や 保 護 者 の 不 安 を 軽 減 す る た め に は 、 保 護 者 と 施 設

で 率 直 に 話 せ る 関 係 構 築 が と て も 重 要 で あ る 。  

施 設 で 生 活 す る 子 ど も た ち が 家 庭 を 想 う 気 持 ち は 強 く 、 普 通 の 家 庭 生 活 に

強 い 憧 れ を 抱 い て い る 。 親 、 子 ど も の 理 想 と 現 実 の ギ ャ ッ プ を 埋 め た り 、 現

状 を 言 葉 に し 直 し て 双 方 に 通 訳 す る 必 要 が あ る 。 施 設 の 中 で も 現 場 職 員 と

FSW で の 情 報 共 有 や 方 針 の 一 致 は 必 須 で あ る 。  

た ま に 面 会 外 泊 で 会 え る 親 の 態 度 で 一 喜 一 憂 し 、LINE 等 の SNS で 親 か ら

直 接 届 く メ ッ セ ー ジ を 親 の 100％ の 姿 だ と 思 い 込 む と 、生 活 を 共 に す る イ メ

ー ジ が 持 て な い ま ま 飛 び つ く 家 庭 復 帰 は 親 子 と も に リ ス ク が あ る 。 保 護 者 と

子 ど も の ニ ー ズ を 聞 き 取 り な が ら 無 理 の な い 家 族 交 流 ・ 家 庭 復 帰 を 目 指 し て

き た 。 保 護 者 の 意 向 を 傾 聴 ・ 調 整 し 、 児 童 相 談 所 と 連 携 し て 子 ど も の こ れ ま

で の 人 生 が 肯 定 さ れ る よ う な 支 援 を 進 め た 。  

ま た 、 前 年 度 か ら シ ョ ー ト ス テ イ 利 用 の 目 的 に 保 護 者 の レ ス パ イ ト が 追 加

さ れ た た め 、 区 役 所 民 生 子 ど も 課 か ら の シ ョ ー ト ス テ イ 依 頼 は 増 え 続 け て い

る 現 状 が あ り 、 シ ョ ー ト ス テ イ 機 能 を 充 実 さ せ る た め に 空 き 小 舎 の 活 用 や 、

シ ョ ー ト ス テ イ 対 応 の た め の 宿 直 の 勤 務 体 制 の シ ス テ ム 化 を 検 討 し て い く 。  

地 域 家 庭 に お い て は 、 施 設 入 所 ま で に 至 ら ず 親 子 分 離 な し に 家 庭 で そ の ま

ま 支 援 が で き る こ と を 引 き 続 き 目 指 す 。 ゆ う り ん 開 催 の 子 ど も 食 堂 （ も り カ

フ ェ ） を 通 し て 発 見 さ れ た 心 配 な 家 庭 の お 子 さ ん を シ ョ ー ト ス テ イ へ 繋 げ 、

保 護 者 の 子 育 て の 悩 み を 聞 き 、 子 育 て に 自 信 が 持 て る よ う 整 え て い く 。 子 ど

も 食 堂 に 来 る 子 ど も た ち に つ い て は 学 校 と 情 報 共 有 を し て い る 。  

他 に も 、 家 庭 復 帰 後 の ア フ タ ー ケ ア 、 家 庭 訪 問 や 電 話 で の 相 談 、 関 係 機 関

と の 情 報 共 有 を 充 実 さ せ て い く 。  

 

 

 

保護者支援機能強化（家庭支援専門相談員活動）実績報告書

【令和７年度】

区　分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 小計 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

34 37 31 29 30 30 191 35 25 27 14 17 20 329

面会 9 7 3 2 3 2 26 6 11 10 4 2 7 66

外出 10 4 7 2 6 5 34 10 1 2 2 4 5 58

外泊 15 26 21 25 21 23 131 19 13 15 8 11 8 205

71 83 73 66 72 60 425 56 51 71 49 67 54 773

うち家族応援会議参加数 0 0 0 1 2 1 4 0 13 15 0 0 0 32

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

0 0 0 1 1 0 2 1 0 0 3 0 2 8

1 6 2 0 9 3 21 0 3 8 3 4 3 42

2 2 1 0 6 0 11 3 0 0 1 2 1 18

0 1 1 0 7 0 9 0 0 0 0 0 1 10

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 6 19 32

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 3

親子関係再構築

家庭復帰支援

家庭復帰件数

サポートチーム会議等参加数

事　項

家庭体験ボランティア等

保護者等交流

サポートチーム会議等参加数

保護者等との話し合い

アフターケア実施人数［実人数のみ］

家庭等訪問実施数

来所(面接等)回数

関係機関等への付き添い

施設行事招待集い等  
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【実績報告】

里親レスパイト

4月 5月 6月 7月 8月 9月 小計 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計(日）

人数（日） 1(2) 1(2) 0 1(2) 2(7) 1(3) 6(16) 2(5) 1(3) 1(2) 0 1(3) 1(2) 12(31)

ショートステイ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 小計 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計(日）

人数（日） 3(13) 5(17) 3(7) 1(7) 6(18) 5(10) 23(72) 2(4) 2(8) 2(4) 1(2) 1(3) 2(4) 33(97)  

 

【 里 親 支 援 の 実 践 】   

 児 童 相 談 所 ・ 他 施 設 里 親 支 援 専 門 相 談 員 と 連 携 し な が ら 、 里 親 家 庭 へ の 訪

問 、 相 談 を 行 っ た 。 悩 み を 抱 え る ケ ー ス に お い て は ケ ー ス 会 議 や 事 例 検 討 会

を 実 施 。 関 係 者 が 集 ま り 里 親 ・ 児 童 双 方 の 気 持 ち に 寄 り 添 い 、 安 心 安 全 が 守

ら れ た 委 託 の 方 針 を 都 度 検 討 し た 。  

児 童 養 護 施 設 の 専 門 性 を 生 か し た ソ ー シ ャ ル ワ ー ク と 里 親 支 援 セ ン タ ー と

も 連 携 す る こ と で 里 親 家 庭 の 孤 立 す る 状 態 を 改 善 し 、 安 心 し て 子 育 て が 出 来

る 環 境 づ く り を 進 め た 。  

登 録 さ れ る 里 親 に む け て の 研 修 講 師 を 担 当 し 、 試 し 行 動 ・ ル ー ツ 探 し ・ 性

問 題 な ど 施 設 の 具 体 的 な 話 を 伝 え て 委 託 後 を イ メ ー ジ が も て る よ う 努 め た 。  

 里 親 シ ョ ー ト ス テ イ ・ 一 時 保 護 ・ レ ス パ イ ト な ど の 短 期 委 託 に お い て も 訪

問 、 相 談 を 実 施 し 、 児 童 相 談 所 と 里 親 支 援 専 門 相 談 員 が 情 報 共 有 で き る 仕 組

み を 確 立 し 、「 い つ も と な り に い る 支 援 」 を 行 っ た 。  

  

【 第 三 者 評 価 】                                         

自 己 評 価 は 毎 年 度 実 施 し 、第 三 者 評 価 は ３ 年 に 1 回 は 受 審 し て い く（ 次 回

202６ 年 受 審 予 定 ）。  

 

 

 

７ ．  高 機 能 化 、 多 機 能 化 へ 向 け た ゆ う り ん 社 会 的 養 育 推 進 計 画 表   

【 高 機 能 化 ・ 多 機 能 化 の 展 望 】  
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地 域 支 援  

居 場 所 支 援 と し て 、 児 童 育 成 支 援 拠 点 事 業 の よ う な 役 割 を 進 め る 。 シ ョ ー

ト ス テ イ 事 業 を 強 化 す る 。  

 

 

自 立 支 援  

 自 立 生 活 援 助 事 業 の ア パ ー ト 移 転 を 2025 年 度 と 2026 年 度 に 計 画 し て

い る 。 機 能 強 化 と 合 わ せ て 、 行 き 場 の な い 退 所 児 や 、 困 難 を 抱 え た 地 域 の 若

者 支 援 、 自 立 支 援 拠 点 事 業 等 を 検 討 す る 。  

 

衛 生 環 境 の 整 備  

2025 年 度 よ り 、産 業 医 の 活 用 と と も に 、衛 生 委 員 会 を 定 期 的 に 開 催 す る 。

職 員 自 身 が 働 き 方 に つ い て 、 検 討 し て よ り 良 い 職 場 環 境 を 目 指 す 。    

ま た 、 事 業 内 保 育 園 、 シ ョ ー ト ス テ イ の 開 設 等 を 検 討 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①   小 規 模 か つ 地 域 分 散

化 の 原 則 （ ４ 単 位 程

度 ）  

②  高 機 能 化  

③  多 機 能 化 ・ 機 能 転

換    

④  人 材 育 成 計 画  

 本 体  Ｇ Ｈ  

（ 地 域 小 規

模 ・ 分 園 型 ） 

高 機 能 ・ 多 機 能 化  組 織 作 り  

（ 人 材 育 成 計 画 ）  

令 和 ４ 年 度  27 名  4 

小 舎  

 

24

名  

４ Ｈ  

 

ア フ タ ー ケ ア ・ シ ョ ー ト ス

テ イ ・ 里 親 レ ス パ イ ト の 受

け 入 れ ・ 地 域 活 動 ・ フ ォ ス

タ リ ン グ 事 業  

＊ 環 境 改 善 事 業 、 体 制 強 化

事 業 の 活 用  

①  「 子 ど も の 最 善 の 利 益 」  

②  「 理 念 の 具 現 化 」  

③  「 自 己 実 現 」  

④  「 心 理 的 安 全 性 」  

を 考 え た 組 織 の 構 築  

【 強 化 点 】  

● 専 門 性 の 向 上  

● 連 携 部 門 の 強 化  

● 人 材 確 保  

● 家 庭 支 援 （ 地 域 支 援 ・ ア フ

タ ー ケ ア の 強 化 ）  

＊ 既 存 の 教 育 シ ス テ ム を 分 散

化 へ と 発 展 し て い く  

令 和 ５ 年 度  グ ル ー プ ケ ア  

21 名   ３ 小 舎  30 名  ５ H 

 

15 名   ２ 小 舎  36 名  ６ H （ ６ 名 ／ 1 ユ ニ ッ ト ）  

 

 

→ 高 機 能 施 設 へ は 専 門 的 な 嘱 託 医 の 確 保 が 必 要  

（ 現 状 で は 4 名 の 小 集 団 で も 安 全 を 守 る 環 境 提 供 は 難 し い ）   

令 和 ６ 年 度  

令 和 ７ 年 度  

  ～  

令 和 11 年

度  



- 21 - 
 

自 立 援 助 ホ ーム  き ょ う わ                             

1.  事 業 の 目 的  

自 立 援 助 ホ ー ム は 、 児 童 福 祉 法 に 基 づ き 、 児 童 自 立 生 活 援 助 事 業 と し て 、

第 二 種 社 会 福 祉 事 業 に 位 置 付 け ら れ 、 義 務 教 育 終 了 後 、 他 の 社 会 的 養 護 の 措

置 を 解 除 さ れ た 青 少 年 及 び 都 道 府 県 知 事 が 認 め た 青 少 年 に 自 立 の た め の 援 助

及 び 生 活 指 導 や 就 業 の 支 援 を 行 う と こ ろ で あ る 。  

 

２ ． 2025 年 度  基 本 方 針  

社 会 へ 出 る 前 の 『 最 後 の 砦 』 と 言 わ れ る 自 立 援 助 ホ ー ム で は 、 心 の 安 心 感

と 生 活 の 安 定 に つ な が る 環 境 を 保 障 し 、 成 長 や 発 達 を 支 え る 支 援 と と も に 、

虐 待 や 分 離 体 験 に よ る 悪 影 響 か ら の 癒 し や 回 復 を め ざ す 治 療 的 な 支 援 も 必 要

で あ る 。 自 立 へ 向 け て 、 大 切 に さ れ る 体 験 を 積 み 重 ね 、 信 頼 関 係 や 自 己 肯 定

感 を 取 り 戻 し 、 自 尊 心 が 育 ま れ る よ う 、『 受 容 的 』 な 関 わ り を 重 視 す る 。  

 ま た 、 第 二 種 社 会 福 祉 事 業 と し て 、 枠 組 み を 超 え た 柔 軟 性 と 少 人 数 な ら で

は の 家 庭 的 な 雰 囲 気 を 生 か し た 運 営 を 行 う 。  

 

３ ． 重 点 目 標  

【 個 別 化 】  

入 所 者 の 年 齢 は 上 限 が な く な り 、 15 歳 か ら 20 歳 以 上 と 広 範 囲 と な り 、

自 立 へ の 道 筋 も 多 様 と な っ て い る 。 一 律 の ル ー ル で は な く 、 年 齢 や 状 況 に

応 じ 、主 体 性 を 尊 重 し 、『 自 分 で 考 え 自 分 で 決 め る 』こ と を 大 切 に し 、一 人

一 人 に 合 っ た 支 援 を 行 う 。  

 

【 信 頼 関 係 の 再 構 築 】  

 厳 し い 養 育 環 境 を 経 て き た 入 所 者 は 、 職 員 か ら 『 あ り の ま ま の 自 分 』 を 受

け 入 れ ら れ る こ と で 、 少 し ず つ 人 と の 信 頼 関 係 を 取 り 戻 し て い く 。 日 常 の

丁 寧 な 関 わ り を 積 み 重 ね て 、信 頼 で き る お と な の モ デ ル と し て 関 係 を 築 く 。  

 

【 職 員 体 制 強 化 と 連 携 】   

自 立 支 援 担 当 職 員 、個 別 担 当 職 員 、心 理 士 を 含 め 7 名 体 制 と な る 。役 割 分

担 を し な が ら チ ー ム ワ ー ク を 高 め 、 体 制 を 強 化 し て い く 。  

移 転 を 視 野 に 入 れ 、 自 立 支 援 事 業 を 推 進 し て い る ゆ う り ん と 、 こ れ ま で 以

上 に 連 携 を 強 め て い く 。  
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４ ． 事 業 の 具 体 的 内 容  

⑴入 所 者 に つ い て  

・ 今 年 度 定 員 １ １ 名 （ 暫 定 定 員 ９ 名 、 内 女 子 3 名 、 男 子 6 名 ）  

・ 1 年 間 を 通 し て ９ 名 が 在 籍 し た 。  

・ 2 名 が 入 所 し 、 3 名 が 退 所 し た 。  

 

● 入 所 者 の 推 移  

※ 毎 月 １ 日 時 点 で の 人 数  

※ ２ ０ 歳 … ２ ０ 歳 以 上 を 含 む  

 

⑵ 入 退 所 の 状 況  

 ・ 4 月  男 性 (１ ６ ) 委 託 一 時 保 護 、 家 庭 よ り  11 月 ～ 措 置 契 約  

 ・ ９ 月  男 性 (２ ２ ) 退 所  グ ル ー プ ホ ー ム へ  

 ・ ３ 月  男 性 (２ ０ ) 再 入 所  

 ・ ３ 月  女 性 (１ ８ ) 退 所  進 学 に 伴 い 一 人 暮 ら し へ  

 ・ ３ 月  女 性 (２ １ ) 退 所  児 童 自 立 生 活 援 助 事 業 Ⅱ 型 へ  

 

⑶ 入 所 者 の 状 況  

 ・ 高 校 生 6 名 （ 内 全 日 制 高 校 1 名 、 通 信 制 高 校 ５ 名 ）  

 ・ 就 労 （ 非 正 規 雇 用 ） ２ 名  

 ・ そ の 他 （ 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 移 行 ） 1 名  

 

⑷  生 活 支 援  

・ 日 々 の 生 活 の 積 み 重 ね が 自 立 支 援 に 繋 が る と 考 え 、 普 段 の 生 活 の 中 か ら

本 人 の 意 思 と 選 択 を 尊 重 し た 声 掛 け や 支 援 を 行 っ た 。  

歳 16 17 18 19 20 16 17 18 19 20 16 17 18 19 20 16 17 18 19 20 16 17 18 19 20 16 17 18 19 20
男 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2
女 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
男 1 1 1 1 1 1
女
男
女
男
女

3 2 1 2 3 2 1 2 3 2 3 2 3 3 2 3 3 2 3 3

歳 16 17 18 19 20 16 17 18 19 20 16 17 18 19 20 16 17 18 19 20 16 17 18 19 20 16 17 18 19 20
男 2 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1
女 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
男 1
女 1 1
男
女
男
女

1 4 1 2 1 3 1 2 1 3 1 2 1 3 1 2 4 1 2 4 1 2
7

計
7 7 7 7 7

名古屋市
契約

一時保護

名古屋市外
契約

一時保護

8

10月 11月 12月 1月 2月 3月

計
8 8 8 8 8

9月

名古屋市
契約

一時保護

名古屋市外
契約

一時保護

0
4月 5月 6月 7月 8月
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・ 毎 日 の 食 事 は 生 活 の 根 本 で あ る と 同 時 に 、 入 所 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン や 関 係 構 築 と し て も 重 要 で あ る と 考 え 、 入 所 者 の リ ク エ ス ト を 積 極 的 に

取 り 入 れ た 。 誕 生 日 や 季 節 の 行 事 を 大 事 に し 、 お 祝 い の 気 持 ち を 込 め た リ

ク エ ス ト メ ニ ュ ー や 季 節 を 感 じ ら れ る 料 理 を 提 供 し た 。  

・ 今 年 度 も 食 材 注 文 制 度 を 行 い 、 入 所 者 が 作 り た い 物 を 考 え て 食 材 を 注 文

し 、 自 炊 の 練 習 の 機 会 を 設 け た 。  

・ 金 銭 管 理 で は 、 毎 月 担 当 職 員 と 収 支 計 画 を 行 っ た 。 進 学 や 退 所 後 の 生 活

に 向 け て 貯 金 額 を 増 や す こ と と 同 時 に 、入 居 者 自 身 が 1 か 月 の や り く り を

考 え 、 収 入 に 応 じ た 使 い 方 や 節 約 の 仕 方 を 身 に つ け る こ と を 重 視 し た 。 し

か し 、 滞 納 金 や 借 金 が 膨 ら む 入 居 者 も 多 く 、 次 年 度 の 課 題 と し て 残 っ た 。  

・通 院 は 必 要 に 応 じ て 職 員 が 付 添 い 、医 師 と 連 携 し て 見 守 り を 続 け て き た 。  

・ ホ ー ム 外 出 ­ BBQ（ 4 月 ）、 川 遊 び ・ BBQ（ 8 月 ）、 ス ポ ッ チ ャ （ 3 月 ） 

・ 個 別 外 出 ­ 買 物 ・ 外 食 等 （ 月 1 回 程 度 ）  

 

⑸ 就 学 支 援  

・ ４ 月 に １ 名 が 全 日 制 高 校 か ら 通 信 制 高 校 へ 転 入 学 、 １ 名 が 通 信 制 高 校 に  

編 入 学 を し た 。  

・ 202５ 年 度 末 に 2 名 が 高 校 を 卒 業 し 、 ４ 年 制 大 学 へ 進 学 を し た 。  

・ 通 信 制 高 校 で は 自 己 管 理 ・ 計 画 性 が 求 め ら れ る が 、 昼 夜 逆 転 の 生 活 や 生

活 の 中 で や る べ き こ と の 優 先 順 位 が つ け ら れ ず 、 ス ク ー リ ン グ の 出 席 回

数 が 不 足 し た り レ ポ ー ト 提 出 が 滞 っ た り し て 進 級 が 出 来 な い 入 所 者 が み

ら れ た 。 高 校 と 連 絡 を 取 り な が ら 状 況 の 共 有 、 必 要 に 応 じ て 面 談 を 実 施

し 、 就 学 の 意 向 確 認 を し な が ら 、 計 画 の 見 直 し ・ 再 検 討 を 繰 り 返 し 行 っ

た 。  

・ 入 居 者 の 様 々 な 就 学 状 況 や 進 路 決 定 ま で の 期 間 が 短 い 中 で 、 計 画 的 な 進

路 選 択 や キ ャ リ ア 選 択 を ど の よ う に 支 援 し て い く の か 次 年 度 の 課 題 と し

て あ が っ て い る 。  

 

⑹  就 労 支 援  

・一 時 保 護 の 入 所 者 を 除 き 、全 員 が ア ル バ イ ト 就 労 を し て い る 。就 労 先 は 、

飲 食 店 、 コ ン ビ ニ 、 ホ テ ル 等 、 ほ と ん ど の 入 所 者 が 接 客 業 を 選 ん で い る 。  

・ 生 活 の ル ー テ ィ ン の 中 で バ ラ ン ス 良 く 就 労 す る 入 所 者 も い れ ば 、 収 入 を  

増 や し た い 気 持 ち や 就 労 先 か ら の 依 頼 を 断 れ ず 、 無 理 な 労 働 日 数 ・ 時 間 で

体 調 を 崩 す 者 も 見 ら れ た 。 ま た 、 仕 事 の 内 容 よ り も 職 場 の 人 間 関 係 に 悩 む

事 が 多 く 、 日 々 の や り と り の 中 で 体 調 管 理 や 職 場 で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

の 方 法 を 共 に 考 え て き た 。  

・ 昨 年 度 よ り 夜 勤 で の 就 労 を 認 め 、 入 所 者 が 自 分 に 合 っ た 働 き 方 を 考 え る

機 会 と し た 。  
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⑺ 自 立 支 援  

 ・見 通 し を 持 っ て 生 活 を 送 れ る よ う 、半 期 に 1 回 自 立 支 援 計 画 を 立 て 、目

標 の 確 認 ・ 再 設 定 、 具 体 的 方 法 の 検 討 、 生 活 の 振 り 返 り を 行 っ た 。  

・ ３ 名 が 自 立 生 活 支 援 事 業 を 利 用 し 、 ア パ ー ト で の 一 人 暮 ら し 練 習 を 行 っ  

た 。  

・自 立 生 活 支 援 事 業 の 利 用 に よ り 退 所 後 の 生 活 の イ メ ー ジ が 具 体 的 に な り 、

自 主 的 に 自 分 の 生 活 を 考 え 、 掃 除 や ゴ ミ 捨 て 、 食 事 の 用 意 な ど 生 活 上 の 課

題 も 実 感 で き る 機 会 と な っ た 。  

・ 一 方 で 顔 を 合 わ せ る 機 会 が 減 り 、 連 絡 も 取 り づ ら い 利 用 者 も み ら れ 、 共

に 生 活 の 振 り 返 り を し な が ら 計 画 的 に ス テ ッ プ ア ッ プ を 目 指 す こ と が 難 し

い ケ ー ス も あ っ た 。  

 

⑻ 退 所 者 支 援  

・ 2025 年 度 末 時 点 の 退 所 者 は ５ ０ 名 と な る 。 1 年 間 を 通 し て 2３ 名 の 退

所 者 と や り と り が あ り 、 例 年 同 様 に 退 所 後 5 年 以 内 の 者 を 中 心 に LINE や

電 話 で の 相 談 が 多 か っ た 。 相 談 内 容 は 、 就 労 ・ 就 学 相 談 、 家 族 の こ と 、 自

身 の こ と 、 他 退 所 者 の こ と 、 人 間 関 係 の 悩 み な ど 様 々 で あ っ た 。  

・ 一 部 の 退 所 者 は 定 期 的 に 訪 問 ま た は 来 所 し 、 食 料 支 援 や 助 成 金 ・ 奨 学 金

手 続 き 、 通 院 や 市 役 所 等 へ の 同 行 を 行 っ た 。  

・ 市 役 所 や 病 院 、 グ ル ー プ ホ — ム 、 就 労 先 、 大 学 等 の 関 係 機 関 と 連 携 し な

が ら 環 境 調 整 、 就 労 ・ 進 学 支 援 を 行 っ た 。  

・ 生 活 の 立 て 直 し の た め 、 １ 名 の 退 所 者 が ホ ー ム に 長 期 宿 泊 後 、 ３ 月 に 再  

入 所 し た 。  

・ 本 人 か ら の ヘ ル プ が な く て も 、 誕 生 日 や お 正 月 等 の 機 会 に ホ ー ム か ら 連

絡 を 取 り 、 近 況 確 認 や 、 顔 を 合 わ せ る 機 会 を 持 つ よ う に し た 。 何 か あ っ て

も な く て も い つ で も 連 絡 し て こ ら れ る 関 係 を 目 指 し 、 長 く 繋 が り 続 け る こ

と を 大 事 に し た 。  

 

・ 支 援 対 象 者 (実 人 数 ) ２ ３ 人  

・ 支 援 内 容 別  

進 学 支 援 ３ ３ 件 、就 労 支 援 ３ ２ 件 、生 活 支 援 ３ ４ ６ 件 、関 係 機 関 へ の 同 行 ・

手 続 き ４ ５ 件 、 関 係 機 関 と の 連 絡 等 ６ ８ 件 、 訪 問 支 援 １ ０ １ 件 、 退 所 者 へ

の 連 絡 ３ ２ ８ 件 、 退 所 者 か ら の 連 絡 ３ ５ ４ 件 、 来 所 ６ １ 件  

 

 

６ ．  職 員 構 成 ・ 動 向   

 ・ 指 導 員 ４ 名 、 自 立 担 当 支 援 職 員 １ 名 、 個 別 対 応 職 員 １ 名 、 非 常 勤 心 理 士

１ 名  

 ・ ２ ０ ２ ５ 年 度 よ り 新 た に 個 別 対 応 職 員 が 配 置 さ れ た 。  

・ 指 導 員 １ 名 ⇒ ７ 月 退 職  
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・ チ ー ム で の 支 援 を 重 視 し 、 入 所 者 個 別 担 当 制 か ら 、 男 性 入 所 者 担 当 ・ 女

性 入 所 者 担 当 制 に 変 更 し た 。  

 

７ ． 職 員 研 修  

 ・ 外 部 研 修  

全 自 協 ホ ー ム 長 研 修 （ 4 月 ）、 名 古 屋 市 権 利 擁 護 研 修 （ 5 月 ）、 名 古 屋 市 自

立 支 援 研 修 （ 6 月 ）、 全 自 協 東 海 北 陸 ブ ロ ッ ク ス タ ッ フ 研 修 （ 7 月 ）、 名 古

屋 市 新 規 採 用 者 研 修 （ 9 月 ）、 全 自 協 自 立 支 援 担 当 職 員 研 修 （ 9 月 ）、 全 自

協 全 国 大 会 （ １ １ 月 ）、 愛 知 県 ホ ー ム 長 ブ リ ッ ジ 協 会 研 修 ・ 意 見 交 換  

 ・ 内 部 研 修  

昨 年 に 引 き 続 き 、非 常 勤 心 理 士 を 講 師 と し て マ ン ス リ ー 勉 強 会 を 実 施 し た 。 

 自 立 に 向 け て（ 5 月 ）、ア タ ッ チ メ ン ト（ 6 月 ）、ト ラ ウ マ ケ ア（ 7 月 ）、パ

ー ソ ナ リ テ ィ 症 （ 8 月 ）、 神 経 発 達 症 （ 9 月 ）、 理 念 の 実 現 と 専 門 性 、 実 践

に つ い て（ 10 月 ）、ピ ア グ ル ー プ ス ー パ ー ビ ジ ョ ン（ 12 月 ）、傾 聴（ 1 月 ）、

ピ ア グ ル ー プ ス ー パ ー ビ ジ ョ ン （ 2 月 ）、 振 り 返 り （ ３ 月 ）  
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 乳 児 院 ほ だ か                                          

は じ め に  

R7 年 度 は 乳 児 の 入 所 が 多 い 一 年 と な っ た 。 里 親 委 託 が 進 む 一 方 、 ほ だ か

か ら 里 親 宅 へ 移 行 と な っ た 児 が 複 数 名 児 童 養 護 施 設 へ 戻 っ て く る こ と に な り 、

里 親 宅 で の 養 育 の 難 し さ を 感 じ た 年 で も あ っ た 。  

名 古 屋 市 で も 年 々 里 親 委 託 が 増 え て い る が 、 マ ッ チ ン グ や 委 託 の 進 め 方 に つ

い て 子 ど も や 職 員 の 意 見 が 取 り 入 れ ら れ る よ う に な る と 良 い と 感 じ る 。 ほ だ

か と し て の 考 え を 市 や 児 童 相 談 所 と も 共 有 し 検 討 し て い き た い 。  

妊 産 婦 等 生 活 援 助 事 業 「 あ ん 」 が 名 古 屋 市 の 委 託 事 業 と し て Ｒ 7 年 12 月

か ら 本 格 的 に ス タ ー ト し た 。 様 々 な 背 景 を 抱 え た 女 性 や そ の 関 係 者 か ら 相 談

が 入 り 、R8 年 1 月 以 降 で 3 名 が 入 居 と な っ て い る 。あ ん で の 生 活 を 経 て 自

立 ま で に は 各 関 係 機 関 と の 連 携 が 必 須 で あ り 、 そ の た め の ネ ッ ト ワ ー ク 形 成

の 途 上 に あ る 。 利 用 者 一 人 ひ と り へ の ソ ー シ ャ ル ワ ー ク を 行 い な が ら 、 連 携

を 図 っ て い く 。  

 社 会 的 な 動 向 、 地 域 の ニ ー ズ に 合 わ せ て 、 乳 児 院 に 求 め ら れ る 役 割 は 年 々

変 化 し て き て い る 。 妊 産 婦 支 援 を 始 め て 、 改 め て 虐 待 予 防 の 重 要 性 と 世 代 間

連 鎖 を 断 ち 切 る 必 要 性 を 実 感 し た 。 ほ だ か で の 養 育 の 質 の 担 保 と 職 員 育 成 を

軸 に 置 い て 、 さ ら に 予 防 的 支 援 に 力 を 入 れ て い き た い 。  

 

１ 、 入 所 児 童 に つ い て  

（ １ ） 入 所 児 童 推 移 （ 定 員 15 名 ）  

  4 月  5 月  6 月  7 月  8 月  9 月  
10

月  

11

月  

12

月  
1 月  2 月  3 月  

措 置  9 9 8 10 10 11 11 11 11 12 14 15 

一 時 保

護  
6 5 5 8 7 8 4 4 4 4 4 3 

ショート 4 0 3 3 0 1 2 0 0 0 0 0 

レスパイ

ト 
0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 

総 入 所  

児 童 数  
19 14 17 21 18 21 17 15 15 16 18 18 
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（ ２ ） 在 籍 延 べ 日 数 推 移 （ 日 ）  

年 度  措 置 児  一 保 児  シ ョ ー ト 児  レ ス パ イ ト 児  総 計  

令 和 ４ 年 度  3958 1150 28 20 5156 

令 和 5 年 度  3786 1073 46 11 4916 

令 和 6 年 度  4388 878 19 12 5297 

令 和 7 年 度  3696 1343 41 43 5123 

 

（ ３ ） 入 所 理 由  

  理 由  措 置  
一 時 保

護  

   理 由  措 置  
一 時 保

護  

1 父 母 不 明（ 遺 棄 ）    14 父 ・ 母 ・ 両 親 の 死 亡      

2 父 母 不 明（ 蒸 発 ）    15 父 母 の 出 張 ・ 研 修      

3 父 家 出     16 冠 婚 葬 祭      

4 母 家 出     17 母 の 疾 病    2 

5 養 育 拒 否   2  18 父 の 疾 病    

6 養 育 困 難     19 父 母 共 に 疾 病    

7 離 婚 別 居     20 
父 精 神 疾 患 （ 知 的 障 害

含 ）  
  

8 母 未 婚  2 3  21 
母 精 神 疾 患 （ 知 的 障 害

含 ）  
4 4 

9 婚 外 出 産     22 父 母 の 逮 捕 ・ 拘 禁    

10 奇 形     23 家 族 の 疾 病 の 付 き 添 い    

11 虐 待  3 11  24 児 童 自 身 の 疾 病 ・ 障 害    

12 父 母 怠 惰     25 そ の 他   1 

13 
父 母 就 労 （ 借

金 ・ 貧 困 ）  
   合 計  ９  23 

※ 前 年 度 よ り 虐 待 で の 一 時 保 護 ケ ー ス が 大 幅 に 増 加 し た 。  
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（ ４ ） 退 所 理 由  

    措 置  一 時 保 護  

1 親 元 引 取 り  3 10 

2 親 戚 （ 父 母 以 外 ） 引 取 り    

3 里 親 委 託  4 2 

4 養 子 縁 組    

5 児 童 養 護 施 設 へ 移 行   1 

6 知 的 障 害 児 施 設 へ 移 行    

7 肢 体 不 自 由 児 施 設 へ 移 行    

8 重 症 心 身 障 害 児 施 設 へ 移 行    

9 そ の 他 の 施 設 へ 移 行    

10 
母 子 生 活 支 援 施 設 ・ 産 後 ケ ア 施 設 へ

移 行  
  

11 死 亡    

12 一 時 保 護 か ら 措 置 入 所 へ 変 更   9 

13 そ の 他   １  

合 計  7 23 

※ 前 年 度 も 里 親 委 託 は ６ ケ ー ス 。  

 

◇  里 親 支 援  

里 親 支 援 で は 、 今 年 度 よ り 開 始 し た 「 養 育 体 験 」 の 受 け 入 れ を ２ 件 行 い 、 実

践 的 な 実 習 へ 繋 げ る こ と が で き た 。 引 き 続 き 、 積 極 的 な 受 け 入 れ を 継 続 し 、 里

親 支 援 の 充 実 に 努 め て い き た い 。  

委 託 時 の 里 親 家 庭 の 不 安 解 消 に つ い て は 、里 親 と 職 員 と の 交 換 ノ ー ト を 活 用 し 、

交 流 中 の 様 子 や 質 問 等 を 共 有 す る こ と で 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る こ と が で

き た 。 交 換 ノ ー ト を 通 し て 、 里 親 が 安 心 し て 委 託 に 向 か い 、 新 し い 生 活 の 準 備

を 行 え る よ う 支 援 し た 。 今 後 も 、 こ ど も の 年 齢 や 状 況 に 応 じ た 方 法 を 考 え 、 取

り 入 れ な が ら 、 丁 寧 な マ ッ チ ン グ と 里 親 支 援 を 継 続 し て い く 。  

地 域 支 援 で は 、 里 親 支 援 セ ン タ ー ほ だ か の 里 と の 連 携 を 強 化 し 、 乳 児 院 の 専 門

性 を 活 か し て 地 域 へ 還 元 で き る 取 り 組 み を 進 め た 。 今 後 も 関 係 機 関 と の 連 携 を

深 め な が ら 、 地 域 に お け る 里 親 支 援 の 体 制 を 強 化 し て い き た い 。  
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（ ５ ） 退 所 児 在 院 期 間 （ 措 置 ）  
 

在 院 期 間  男  女  合 計  

1 1 ヶ 月 未 満  

   

2 1 ヶ 月 ～ 3 か 月 未 満  １  

 

1 

3 3 か 月 ～ 6 カ 月 未 満  

   

4 6 カ 月 ～ 1 年 未 満  

 

１  1 

5 1 年 ～ 2 年 未 満  4 1 5 

6 2 年 ～ 3 年 未 満  

   

7 3 年 以 上  

   

合 計  5 2 7 

           

（ ６ ） 面 会 ・ 外 出 ・ 外 泊 回 数  

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 （前年度） 前年度比

面会 14 9 8 19 21 20 21 25 26 20 22 31 236 191 ↑45

外出 3 5 3 8 8 0 3 3 4 6 3 2 48 18 ↑30

外泊 5 5 8 3 6 4 3 4 6 5 11 9 69 118 ↓49

宿泊 0 1 1 1 3 0 0 0 0 3 2 2 13 8 ↑5

合計 22 20 20 31 38 24 27 32 36 34 38 44 366 335 ↑31
 

 

 

２ 、 医 務 報 告  

（ １ ） 通 院 累 計  

科  ４

月  

５

月  

６

月  

７

月  

８

月  

９

月  

１ ０

月  

１ １

月  

12

月  

１

月  

２

月  

３

月  

計  

往 診  

小 児

科  

31 32 45 37 60 54 44 41 40 58 54 25 52

1 

    

耳 鼻

科  

11 0 24 15 15 14 15 15 13 15 14 11 16

2 

通 院                            

小 児

科  

12 8 6 12 11 6 9 4 13 10 7 11 10

9 

耳 鼻

科  

0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 0 5 

ア レ ル

ギ ー  

0 3 3 0 3 1 0 1 3 2 1 0 17 
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泌 尿

器  

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

眼 科  1 1 0 2 1 1 0 1 1 2 1 2 13 

歯 科  1 2 0 1 1 2 0 4 2 0 4 3 20 

皮 膚

科  

3 5 1 2 0 1 4 2 0 0 0 0 18 

口 腔

外 科  

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

救 急

外 来  

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 1 4 

整 形

外 科  

1 1 0 1 0 0 2 1 1 1 0 0 8 

形 成

外 科  

0 0 0 1 0 0 1 0 3 0 0 0 5 

循 環

器  

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

脳 外

科  

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2 

合 計  18 20 12 20 16 11 17 13 24 16 16 19 20

2 

令 和 7 年 度 は 、 9 月 に コ ロ ナ 2 名 、 2 月 に ノ ロ 1 名 、 3 月 の ヒ ト メ タ 2 名 、 3

月 は 発 熱 児 が 7 名 見 ら れ た が 抗 原 検 査 は 全 て 陰 性 で あ っ た 。 職 員 に 対 し て 、 手

洗 い チ ェ ッ ク シ ー ト を 用 い て 3 ヵ 月 毎 に 手 洗 い チ ェ ッ ク を 看 護 師 に よ り 実 施 し 、

手 指 消 毒 の 個 々 の 意 識 向 上 に 努 め た 。 ま た 部 屋 の 隔 離 、 早 急 な 簡 易 抗 原 検 査 に

よ る 早 期 対 応 実 施 に よ り 重 症 化 を 防 ぐ こ と が で き た 。 引 き 続 き 個 々 が 基 本 的 な

感 染 対 策 の 徹 底 に 努 め て 行 く 必 要 が あ る 。  

（ ２ ） 入 院 累 計  

 
 

４ 月  ５ 月  ６ 月  ７ 月  ８ 月  9 月  10 月  
11

月  

12

月  
１ 月  ２ 月  ３ 月  計  

計   0  0  0 0  0  0 0 0 0 0  1 0 1 

  

あ い ち 小 児 セ ン タ ー へ 入 院：ノ ロ ウ イ ル ス 感 染  1 名  8 ヶ 月 男 児  2/7～ 2/9   
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３ 、 ヒ ヤ リ ハ ッ ト ・ 事 故 報 告  

（ １ ） ヒ ヤ リ ハ ッ ト 、 軽 微 な 事 故  

    4 月  5 月  6 月  7 月  8 月  9 月  10

月  

11

月  

12

月  

1 月  2 月  3 月  累

計  

ヒ
ヤ
リ
ハ
ᶅ
ト 

怪 我  2 4 4 1 1 0 1 1 1 2 2 2 2

1 

転 倒・転

落  

3 0 0 6 2 1 1 0 1 1 0 0 1

5 

窒 息  0 0 2 0 1 0 1 0 0 0 0 0 4 

噛 み 付

き  

0 3 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0 7 

誤 飲  3 5 0 2 2 1 0 2 3 0 3 1 2

2 

環 境  1 4 2 3 3 2 5 5 1 1

0 

2 7 4

5 

薬  0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2 

食 事 関

係  

1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 4 

衛 生 面  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

個 人 情

報  

1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 

業 務  0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 4 

そ の 他  3 1 1 1

4 

0 1 2 2 0 0 0 5 2

9 

計  1

5 

1

8 

1

0 

2

8 

1

0 

6 1

3 

1

2 

6 1

4 

8 1

6 

15

6 

 

    4 月  5 月  6

月  

7 月  8 月  9 月  10

月  

11

月  

12

月  

1 月  2 月  3 月  累

計  

軽
微
な
事
故 

怪 我  5 7 4 5 4 8 5 7 7 8 2 3 6

5 

転 倒・転

落  

8 6 7 10 8 6 6 5 3 7 3 1 7

0 

窒 息  1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 

噛 み 付

き  

1 9 5 12 5 13 5 5 1 2 3 1 6

2 

誤 飲  2 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 4 

環 境  1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 4 
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薬  1 0 0 0 2 3 0 3 0 2 0 2 1

3 

食 事 関

係  

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

衛 生 面  1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

個 人 情

報  

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

業 務  1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

そ の 他  1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 

計  22 23 1

6 

27 20 31 19 2

0 

12 19 8 8 22

5 

             

 4

月  

5 月  6 月  7 月  8 月  9 月  10

月  

11

月  

12

月  

1 月  2 月  3 月  

事 故

報 告

書  

0 0 1 1 0 0 3 1 2 2 0 2 

 

（ 2） 事 故 報 告 書  計 12 件       

令 和 7年 度 振 り 返 り  

今 年 度 ヒ ヤ リ ハ ッ ト の 中 で も 一 番 多 か っ た も の が 誤 飲 と 環 境 で あ っ た 。日 々 危 険 の な い

よ う 環 境 整 備 に は 十 分 に 留 意 し 養 育 に あ た っ て お り 、子 ど も の 口 に 入 る 前 に 発 見 さ れ 事

故 に 至 る こ と が 無 か っ た 。  

軽 微 な 事 故 で は 、怪 我 転 倒 が 多 く を 占 め て お り 、発 達 の 過 程 で 起 こ り う る こ と を 予 測 し

て 、 こ ど も の 傍 に 寄 り 添 い 成 長 を 見 守 る こ と が 必 要 で あ る と 感 じ る 。  

事 故 報 告 は 、鍵 の 取 り 扱 い 等 に 関 す る も の が 複 数 あ っ た 。個 々 が 勤 務 終 了 時 の 確 認 を

徹 底 し 、 再 発 防 止 に 努 め て 行 き た い 。 子 ど も に 関 す る 事 故 報 告 と し て は 2件 あ り 、 転 倒

に よ る 創 傷 で あ っ た が 、 い ず れ も 軽 症 で あ っ た 。  

ヒ ヤ リ ハ ッ ト と 同 様 に 、会 議 や ア イ リ ス を 利 用 し て 全 体 に 周 知 す る こ と に よ り 、危 険 を

回 避 し よ う と い う 気 持 ち を 職 員 全 体 で 高 め 、大 き な 事 故 に 繋 が ら な い よ う に 予 防 し て い

く 必 要 が あ る 。  

    

   

４ 、 子 ど も の 権 利 擁 護  

権 利 擁 護 振 り 返 り ノ ー ト 、 ほ だ か ハ ッ ト /に こ り ハ ッ ト の 実 施  

令 和 ２ 年 度 に 改 訂 し た 振 り 返 り ノ ー ト を 活 用 し 、 権 利 擁 護 委 員 会 を 中 心 に 子

ど も の 権 利 や 子 ど も と の 関 り に つ い て 話 し 合 い を し た り ロ ー ル プ レ イ を 行 っ た

り し た 。職 員 ひ と り 一 人 が 子 ど も の 権 利 擁 護 に つ い て 意 識 出 来 る 機 会 と な っ た 。 
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①  権 利 擁 護 振 り 返 り ノ ー ト   

年 に 3 回 、 パ ー ト 職 員 を 含 む ほ だ か の 全 職 員 に 実 施 し た 。 子 ど も と の 関 わ り

に つ い て 、 職 場 風 土 に つ い て 、 法 人 や 、 自 身 の 課 題 に つ い て の 質 問 に つ い て 答

え て も ら う こ と で 、 自 身 の 養 育 を 振 り 返 る 機 会 と な っ た 。 自 己 評 価 し て 気 づ い

た こ と に つ い て も コ メ ン ト と し て 記 入 し て も ら い 、 結 果 を 集 計 し 、 職 員 会 で 共

有 し た 。  
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今 年 度 は 、 個 別 の あ り 方 に つ い て や 自 身 の 養 育 の 工 夫 に つ い て 各 々 考 え た コ

メ ン ト が 多 く 、例 え ば 、“ 制 止 を す る 言 葉 を 使 い そ う に な っ た 時 は ペ ア ト レ を 思

い 出 し て 対 応 し て い る ”“ 以 前 よ り 意 識 し て 個 別 の 時 間 を 取 る こ と が で き る よ う

に な っ た ”“ 声 掛 け の レ パ ー ト リ ー に つ い て 引 き 出 し が 増 え た ” 等 。 課 題 を 挙 げ

て 定 期 的 に 振 り 返 る こ と で 、 自 分 で 意 識 し て 課 題 克 服 の た め に 試 行 錯 誤 す る こ

と が で き た 。  

②  ほ だ か ハ ッ ト 、 に こ り ハ ッ ト  

ほ だ か ハ ッ ト 、 に こ り ハ ッ ト に つ い て 、 例 年 通 り 実 施 し た 。 こ の 取 り 組 み を

始 め て か ら 、 日 常 の 養 育 の 中 で 気 に な っ て も 面 と 向 か っ て 言 え な い こ と が 、 書

面 で な ら 出 て く る よ う に な っ た 。 自 身 の そ の 後 の 養 育 に つ い て 注 意 喚 起 の 役 割

に も な っ て い る と 思 わ れ る 。 ほ だ か ハ ッ ト で 出 て き た 内 容 は 権 利 擁 護 委 員 会 で

も 話 し 合 い を し 、 必 要 な 時 は 職 員 会 等 で ロ ー ル プ レ イ を 実 施 し た 。 さ ら に ユ ニ

ッ ト 会 議 で 話 し 合 い を す る 時 間 を 設 け 、 権 利 擁 護 の 意 識 を 高 め た 。  

③  ロ ー ル プ レ イ ・ グ ル ー プ ワ ー ク  

職 員 会 議 の 時 間 を 使 い 、 子 ど も 対 応 等 で よ く あ る 困 っ た 場 面 を 設 定 し て ロ ー

ル プ レ イ を し た り グ ル ー プ ワ ー ク で 議 論 を し た り し た 。  

今 年 度 は 全 乳 協 の 資 料 を 活 用 し 、 つ い 言 っ て し ま う 不 適 切 な 声 掛 け の 言 い 換

え を 皆 で 考 え た り 、 こ ど も に 対 し て の 困 り ご と に つ い て を プ ラ ス な 言 葉 に 言 い

換 え た り し て 職 員 の 視 野 を 広 げ た り 、 子 ど も の 強 み を 増 や す こ と に 繋 げ る こ と

が で き た 。  

ロ ー ル プ レ イ で は 、 乳 児 と 幼 児 が い る 部 屋 で 両 方 が 泣 い た 時 の 対 応 、 イ ヤ イ

ヤ 期 の 幼 児 へ の 対 応 、 長 泣 き を す る 子 へ の 対 応 等 幅 広 い テ ー マ で 行 っ た 。 ロ ー

ル プ レ イ 後 に は 、 こ ど も に 対 し て ど ん な 対 応 が で き る か 、 ま た 、 待 っ て い る こ

ど も に 対 し て ど ん な 対 応 が 必 要 か 、 大 人 に 対 し て ど ん な 声 か け な ら 良 い か 等 の

意 見 交 換 を 行 う こ と で 、 個 々 の 職 員 の 引 き 出 し を 増 や す こ と に 繋 が っ た 。  

④  た い せ つ な あ な た  
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名 古 屋 市 の 権 利 擁 護 委 員 会 が 作 成 し た 子 ど も の 権 利 ノ ー ト 「 た い せ つ な あ な

た 」 の 冊 子 を 皆 で 読 み つ つ 、 各 項 目 に つ い て 、 自 分 の ユ ニ ッ ト 児 は ど う か を 話

し 合 っ た 。（ 大 事 に し て い る も の 、 苦 手 な も の ・ 好 き な も の 等 ） 冊 子 を 使 用 し て

話 す こ と で 、 職 員 間 の 子 ど も に つ い て の 認 識 の 共 有 や 、 対 応 統 一 の 手 助 け に な

っ て い る 。  

こ ど も 達 も 好 ん で こ の 冊 子 を 見 る こ と が あ る た め 2 冊 に 増 や し て い つ で も 読

め る よ う に し 、 日 常 的 に 意 識 で き る よ う に し て い る 。  

乳 幼 児 の プ ラ イ バ シ ー 配 慮  

 乳 幼 児 は 児 童 と 違 っ て 言 葉 で 発 す る こ と が 難 し く 、 大 人 が 意 識 し て プ ラ イ バ

シ ー の 配 慮 を す る こ と が 必 要 で あ る 。 着 替 え を す る 場 所 、 オ ム ツ 交 換 の 場 所 、

入 浴 時 な ど 皆 が 意 識 で き る よ う 仕 組 み 作 り を 行 っ た 。 着 替 え と オ ム ツ 交 換 の 場

所 の 限 定（ 集 団 の 場 所 は 控 え 人 が 少 な い と こ ろ で 実 施 す る ）、お む つ 交 換 台 の パ

ー テ ー シ ョ ン 設 置 、 写 真 撮 影 時 の カ メ ラ の 限 定 （ 怪 我 や 湿 疹 な ど の 必 要 な 写 真

撮 影 を す る と き な ど ） な ど 、 職 員 が 意 識 し て 乳 幼 児 の プ ラ イ バ シ ー 配 慮 を 行 っ

て い る 。  

 

５ 、 食 育 報 告  

平 日 の 夕 食 だ け で な く 、 土 日 の 昼 食 も ユ ニ ッ ト で 作 る 取 り 組 み を 始 め る こ と

が で き た 。 ま た 、 子 ど も と 夕 食 の 材 料 購 入 に 行 く 取 り 組 み を 週 1 回 か ら 2 回 に

し た こ と で 、 買 い 物 か ら 調 理 、 食 事 ま で の 一 連 の 流 れ を 子 ど も が 経 験 す る 機 会

を 増 や す こ と が で き た 。 し か し 、 買 い 物 か ら 調 理 ま で の タ イ ム ラ グ が で き て し

ま う こ と が 課 題 と し て 挙 げ ら れ て い る 。 今 後 も ユ ニ ッ ト 職 員 と 厨 房 職 員 で 協 力

し て よ り 家 庭 的 な 食 事 作 り の 流 れ に 近 づ け ら れ る よ う に 進 め て 行 く 。 ま た 、 厨

房 職 員 が 子 ど も の 食 事 に 関 わ る 機 会 が ま だ 少 な い こ と 、 今 よ り も さ ら に 個 々 に

合 わ せ た 食 事 が 提 供 で き る よ う 、 厨 房 内 の 体 制 か ら 見 直 し て い く 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 36 - 
 

６ 、 保 護 者 ア ン ケ ー ト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今 年 度 は 7 組 の 保 護 者 様 に ご 回 答 い た だ き ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70%

質問事項 はい いいえ

問１

わからない

90%

健康への気配りは十分だと思いますか？

10%

◎あなたはほだかについて、どのように感じていますか？あなたの気持ちに一番近いものに〇をして下さい。
◎各問いにご意見がある場合、一番最後の欄にご記入ください。

ほだかの印象は良いと思いますか？

職員から、この施設の内容や決まりごとについて、

ほだかではあなたや子どもが大切にされていると思いますか？

問６

問９

問７

問８
子育てについて困ったこと、相談にのってもらいたいことがあった
場合、ほだかへの相談を希望しますか？

お子さんとの面会や外泊は、希望通り出来ていると
思いますか？

20%

問４

問５

90%

70%

90%

わかりやすく説明をうけましたか？

職員は、あなたや子どもに対してていねいに接したり、

話を聞いてくれたりしていると思いますか？

「いやだな」「困ったな」と思ったときに職員に話せますか？

問２

問３

100%

80% 20%

・問8で「はい」とお答えの方は、よろしければ内容をお聞かせください。

【その他ご意見】(※保護者の言葉をそのまま引用）
・（問8未回答保護者）入所したばかりでまだ施設や職員のことをよく知らないから。

・日ごろから大変お世話になっております。今後とも何卒よろしくお願い申し上げます🌸
・いつもありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。

【改善してほしいこと】
・各々の家族の思いや気持ちに合った対応をして頂きたいと感じるときがあります。
・（子どもが）体調不良の時は当日連絡ほしいです。

・（児童名）の事を何より考えてよりそってくれる。
・息子の好きな物を理解してくれている。
・子どもへの接し方、対応も素晴らしいです。

【よいと思うこと】(※保護者の言葉をそのまま引用）

ほだかの取り組みについて「よいと思うこと」「改善してほしいと思うこと」を書いてください。

・お姉ちゃんのことで相談しています。

はい（70％）・いいえ(10%)・未回答（20％）

10%

10%

20%

10%

10%
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７ 、 行 事 報 告                                         

4月 29日 うさぎユニット　誕生日会 12日 くまアフターバースデー

30日
ぞうユニット
お宮参り・お食い初め

30日 木下大サーカス招待 14日 うさぎユニット外出

5月 10月 16日 くまユニット外食

5日 端午の節句 2日 うさぎユニット　誕生日会 21日 ぞうユニットおやつパーティー

7日 ぞうユニット　誕生日会 6日 お月見会 2月

13日 招待行事　東山動物園 8日 うさぎユニット　誕生日会 3日 節分

22日 りすユニット　誕生日会 10日 くまユニット　誕生日会 5日 ぞうユニット　誕生日会

27日 くまユニット外出 10日
くまユニット　誕生日会
お宮参り・お食い初め

21日
りすユニット
お宮参り・お食い初め

6月 10日 ぞうユニット　外出 3月

6日 招待行事　コンサート 26日 フェスティバル 3日 ひな祭り

12日 BBQ 28日 ぞうユニット　外出 6日 くまユニットお別れ外出

23日 うさぎユニット外出 29日 うさぎユニット　お別れ外出 11日 うさぎユニットお別れ外出

7月 29日 みんなで遊ぼう会 12日 いちご狩り

6日 流しそうめん 31日 くまユニット　外出 16日 雪遊び

7日 七夕会 11月

9日 くまユニット　誕生日会 10日 いも掘り

11日 ドクターズバンド 14日 ぞう　招待行事

14日 海水浴（泊り） 15日 くま　招待行事

15日 海水浴（泊り） 18日 うさぎユニット外出

19日
招待行事　くまユニット
相撲

18日 リスユニット　誕生日会

25日 うさぎユニット外出 12月

８月 6日 みんなで遊ぼう会

4日 ぞうユニット　花火 14日
ぞうユニット
お宮参り・お食い初め

28日 くまユニット　花火 16日 ぞうユニット　誕生日会

31日 大きくなったね会 19日 クリスマス会

9月 24日 クリスマス会ディナー

6日 うさぎユニット　花火 27日 もちつき

7日 りすユニット　花火 31日 大晦日ディナー

12日 川遊び・ぶどう狩り 1月

15日 うさぎユニット　縁日 1日～3日 三が日遊び・食事
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８ 、 妊 産 婦 生 活 援 助 事 業 あ ん  

 令 和 7 年 度 は 、 相 談 体 制 の 構 築 の た め シ ス テ ム 作 り と 職 員 の 研 修 や 相 談 対 応

の 訓 練 を 行 い な が ら 、 実 際 に 3 ケ ー ス の 入 居 者 対 応 と 2 ケ ー ス の 通 所 対 応 を 行

っ た 。  

入 居 の ケ ー ス は ど の ケ ー ス も 未 婚 で 居 所 が な く 放 っ て お い た ら 産 み 落 と し を

し か ね な い 状 況 で あ っ た が 、 あ ん に 入 居 す る こ と で 母 子 と も に 安 全 に 過 ご し 、

孤 立 す る こ と な く 出 産 を 迎 え る こ と が で き た 。 出 産 後 の 行 き 先 を 決 め て い く た

め の 自 立 支 援 は 行 政 と の 連 携 が 必 須 で あ る た め 、 今 後 も 関 係 機 関 と 連 携 し な が

ら 支 援 し て い く 。  

通 所 の ケ ー ス で は 、 あ ん を 居 場 所 と し て 活 用 す る こ と で 、 利 用 者 の メ ン タ ル

の 安 定 や 今 や る べ き こ と の 整 理 を 手 伝 い 、 出 産 準 備 を す る こ と が 出 来 て い る 。

出 産 間 近 で な い ケ ー ス で も 通 所 で 利 用 す る こ と で 繋 が り が 持 て た り あ ん に 入 居

し た 時 の 職 員 と の 関 係 作 り が ス ム ー ズ に 行 え て い る 。  

 

（ １ ） 相 談 支 援  

 

電 話 相 談 件 数  21 件  

メ ー ル 相 談 件 数  0 件  

LINE 相 談 件 数  11 件  

合 計  32 件  

 

（ ２ ） 同 行 支 援  

 医 療 機 関 受 診 同 行  9 件  

 行 政 機 関 に お け る 手 続 同 行  7 件  

 そ の 他  4 件  

 合 計  20 件  

 

（ ３ ） 生 活 支 援  

 生 活 支 援 （ 入 居 ） 実 人 数  3 人  

 生 活 支 援 （ 入 居 ） 延 べ 人 数  3 人  
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 延 べ 入 居 日 数  110 日  

 平 均 在 所 日 数  36.7 日  

 宿 直 実 施 日 数  14 日  

 生 活 支 援 （ 通 所 ） 延 べ 人 数  8 人  

 

９ 、 令 和 ７ 年 度  組 織  

（ １ ） 組 織 体 系 (職 員 配 置 )・ 機 能 図   

 

 

（ ２ ） 令 和 7 年 度  職 員 構 成           ※ 加 算 、 職 員 配 置 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 職 名 （ 定 数 ）  人 数  

間
接
処
遇 

施 設 長 (1) 1 

事 務 員 (1) 1 

栄 養 士 (1) 1 

調 理 員 等 (４ ) 4 

直
接
処
遇 

指 導 員 ・ 保 育 士 (8) 
10 

看 護 師 (2) 

里 親 支 援 専 門 相 談 員

(1) 
1 

予 備 保 育 士 (1) 1 

小 規 模 加 算 (1) 1 

家 庭 支 援 専 門 相 談 員

(１ ) 
1 

小 規 模 グ ル ー プ ケ ア(３ ) ３  

個 別 対 応 職 員 (1) 1 

心 理 療 法 担 当 職 員 (1) １  

育 児 指 導 訪 問 事 業 担 当

職 員  
１  

常 勤 職 員  計  27 

非 常 勤 職 員  計  (12) 
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 里 親 支 援 セ ン タ ー ほ だ か の 里                             

（ １ ） 里 親 制 度 等 普 及 促 進 ・ リ ク ル ー ト 業 務  

年 度 当 初 の 計 画 に 基 づ き 、 リ ー フ レ ッ ト や 啓 発 グ ッ ズ を 活 用 し た 多 角 的 な 普

及 活 動 を 継 続 し て 展 開 し た 。 主 な 啓 発 活 動 と し て 、 シ ョ ッ ピ ン グ モ ー ル で の

啓 発 イ ベ ン ト や 、 区 役 所 ・ 図 書 館 で の パ ネ ル 展 示 を 実 施 し 、 来 場 者 か ら 良 好

な 反 応 を 得 る な ど 里 親 制 度 に 対 す る 理 解 促 進 に 一 定 の 成 果 が 見 ら れ た 。ま た 、

デ ジ タ ル 媒 体 を 活 用 し た 情 報 発 信 に も 注 力 し 、 ホ ー ム ペ ー ジ や SNS の 継 続

的 な 更 新 に 加 え 、 新 た な 試 み と し て 行 事 の 様 子 や 里 親 へ の イ ン タ ビ ュ ー 動 画

を 制 作 し 公 開 し た 。 こ れ に よ り 、 発 信 内 容 の さ ら な る 充 実 と 、 幅 広 い 層 へ の

認 知 度 向 上 を 図 る こ と が で き て い る 。  

 

（ ２ ） 里 親 等 研 修 ・ ト レ ー ニ ン グ 業 務  

児 童 相 談 所 と の 緊 密 な 連 携 の も と 、 各 種 研 修 の 質 の 向 上 と ス ム ー ズ な 業 務 移

管 を 目 指 し 打 ち 合 わ せ を 重 ね た 。 新 規 登 録 里 親 向 け 研 修 に つ い て は 、 適 宜 内

容 の 見 直 し を 図 り な が ら 実 施 し て お り 、 児 童 相 談 所 と の 協 議 を 重 ね な が ら 、

新 し く 次 年 度 の 体 制 を 整 え て い る 。  

ま た 、 各 施 設 の 里 親 実 習 担 当 者 が 一 堂 に 会 す る 里 親 実 習 担 当 者 会 を 開 催 し 、

里 親 実 習 の 目 的 や 里 親 委 託 の 意 義 等 に つ い て 共 通 認 識 の 場 を 得 る 機 会 と な っ

た 。   

今 年 度 か ら 児 童 相 談 所 よ り 引 き 継 い だ ス キ ル ア ッ プ 研 修 、 ス タ ー ト ア ッ プ 研

修 に お い て は 、 業 務 の 継 承 に と ど ま ら ず 、 受 講 者 の 参 加 意 欲 を 高 め る 新 た な

試 み を 取 り 入 れ 、 次 年 度 か ら の 完 全 移 行 を 控 え た 更 新 研 修 に つ い て も 、 児 童

相 談 所 と 協 働 で 運 営 を 行 い 、 ノ ウ ハ ウ の 共 有 を 進 め た 。 こ の ほ か 、 ペ ア レ ン

ト ト レ ー ニ ン グ や 支 援 者 向 け 研 修 も 例 年 通 り 実 施 し 、 里 親 や 支 援 者 の ス キ ル

向 上 や 情 報 共 有 の た め の 有 益 な 場 と な っ て い る 。  

 

（ ３ ） 里 親 等 委 託 推 進 業 務  

管 轄 内 で あ る 東 部 児 童 相 談 所 と は 、 毎 月 の 定 期 協 議 を 通 じ て 密 接 な 情 報 共 有

と 強 固 な 協 力 体 制 の 維 持 に 努 め た 。未 委 託 里 親 へ の 訪 問 活 動 も 継 続 的 に 行 い 、

生 活 状 況 や 委 託 へ の 意 向 を 丁 寧 に 聞 き 取 る 中 で 、 長 期 養 育 の マ ッ チ ン グ へ と

繋 げ て い る 。 ま た 、 個 々 の 状 況 に 応 じ て レ ス パ イ ト 支 援 や シ ョ ー ト ス テ イ 、

ボ ラ ン テ ィ ア 里 親 な ど を 提 案 し 、 里 親 と し て の 実 質 的 な 活 動 へ の ス テ ッ プ ア

ッ プ を サ ポ ー ト し て い る 。 こ の 未 委 託 訪 問 や 施 設 へ の ア プ ロ ー チ を 経 て 、 委

託 経 験 の な い 里 親 と 、 家 族 と の 関 わ り の な い 施 設 児 童 と の 間 で 、 週 末 や 長 期

休 暇 を 利 用 し た 継 続 的 な 交 流 が 生 ま れ て お り 、こ の ボ ラ ン テ ィ ア 里 親 活 動 は 、

施 設 側 か ら も 高 い 評 価 を 得 て い る 。  
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（ ４ ） 里 親 等 養 育 支 援 業 務  

相 談 窓 口 に お い て は 、 電 話 や 来 所 に 加 え 、 手 軽 に 利 用 で き る LINE で の 対 応

が 定 着 し た こ と で 、よ り 相 談 し や す い 環 境 の 構 築 に 効 果 を 上 げ て い る 。ま た 、

月 2～ 3 回 継 続 開 催 し て い る さ と カ フ ェ を は じ め 、ワ ー ク シ ョ ッ プ や サ ロ ン 、

餅 つ き 等 の 季 節 行 事 は 参 加 者 の 満 足 度 も 高 く 、 里 親 家 庭 が 安 心 し て 関 わ る こ

と が で き る 場 と し て 定 着 し た 。   

今 年 度 よ り 受 付 窓 口 が 児 童 相 談 所 か ら ほ だ か の 里 へ 移 行 し た レ ス パ イ ト 事 業

に お い て は 、 利 用 件 数 が 昨 年 度 の 71 件 か ら 139 件 へ と ほ ぼ 倍 増 し た 。 ま

た 、 里 親 等 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア 事 業 さ と ぽ っ ぽ の 継 続 と 多 様 な ニ ー ズ へ の 柔 軟

な 対 応 を 目 指 し 、援 助 者 の 登 録 時 に 里 親 ガ イ ダ ン ス の 受 講 を 義 務 付 け た ほ か 、

支 援 者 向 け の 懇 親 会 を 開 催 し て 活 動 の 質 向 上 を 図 り 、 今 年 度 は 年 間 延 べ 42

名 の 協 力 を 得 た 。  

心 理 相 談 体 制 に つ い て は 、 今 年 度 か ら 心 理 士 を 2 人 体 制 に 拡 充 し た こ と で 、

親 子 の 平 行 面 接 や 心 理 検 査 の 実 施 が 可 能 と な っ た 。 子 育 て の 悩 み か ら 里 親 自

身 の 不 安 ま で 幅 広 く 対 応 す る と と も に 、 里 子 へ の 直 接 面 接 や 、 不 登 校 傾 向 に

あ る 児 童 へ の 定 期 的 な 家 庭 訪 問 な ど 、 児 童 に 寄 り 添 っ た 継 続 的 な 関 わ り を 強

化 し て い る 。  

 

（ ５ ） 里 親 委 託 児 童 自 立 支 援 業 務  

自 立 支 援 担 当 職 員 を 中 心 に 、委 託 児 童 の 進 路 や 生 活 状 況 の 確 実 な 把 握 を 進 め 、

必 要 に 応 じ た 情 報 提 供 や 相 談 支 援 を 行 っ た 。 特 に ア プ ロ ー チ が 重 要 と な る 思

春 期 を 迎 え る 時 期 の 委 託 児 支 援 に 力 を 入 れ る た め ユ ー ス 向 け の デ イ キ ャ ン プ

を 企 画 し 、 他 の 委 託 児 と の 交 流 だ け で な く 、 今 後 支 援 に 関 わ る 職 員 と の 接 点

を 意 識 的 に 増 や す こ と を 目 指 し た 。  

ま た 、 委 託 解 除 後 の 里 親 や 児 童 に 対 し て も 継 続 的 な フ ォ ロ ー ア ッ プ を 行 っ て

お り 、 関 係 機 関 と の 連 携 を さ ら に 緊 密 に し な が ら 、 委 託 解 除 後 の 支 援 体 制 を

よ り 一 層 厚 み の あ る も の へ と 発 展 さ せ て い き た い 。  

 

（ ６ ） そ の 他 （ 環 境 整 備 ・ 行 事 等 ）  

来 所 す る 子 ど も た ち が の び の び と 安 心 し て 過 ご せ る 環 境 づ く り と し て 、 園 庭

の 芝 生 の 管 理 や 収 穫 可 能 な 野 菜 の 栽 培 等 、 環 境 整 備 を 継 続 し 、 さ ら に 、 里 親

講 師 に よ る ガ ー デ ニ ン グ 講 座 で 制 作 し た 鉢 植 え な ど を 園 庭 に 取 り 入 れ る こ と

で 、 大 人 に と っ て も 心 が 和 む よ う な 環 境 づ く り を 行 っ て い る 。  

ま た 、 例 年 開 催 し て い る 子 ど も キ ャ ン プ の 充 実 に 加 え 、 夏 休 み 特 別 企 画 や ほ

だ か の 里 で の お 泊 り 会 を 新 た に 実 施 し た 。 こ れ ら の 取 り 組 み を 積 み 重 ね て い

く こ と に よ っ て 、 里 親 家 庭 の 子 ど も た ち が 深 く つ な が り 、 将 来 に わ た っ て 支

え 合 え る 絆 を 築 く た め の 機 会 と し て い き た い 。  
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令 和 7 年 度  さ と カ フ ェ 参 加 人 数  



- 43 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 44 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 7 年 度  研 修 参 加 人 数  



- 45 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 46 - 
 

 地 域 子 育 て 支 援 拠 点 事 業  ふ れ あ い セ ン タ ー お お だ か               

１  利 用 実 績  
 

5 年 度  6 年 度  ７ 年 度  

開 設 日 数  246 日  251 日  252 日  

延 べ 利 用 人 数  9,066 人  7,877 7,529 

延 べ 親 子 組 数  4,158 組  3,725 3,570 

新 規 親 子 組 数  148 組  116 組  130 組  

1 日 あ た り の 親 子 組

数  

146． 0 組  １ ４ ． ８ 組  １ ４ ． 2 組  

（ Ｂ ÷A） 全 市 平 均  8． 0 組  ８ ． ０ 組   

 ※ 7 年 度 全 市 の 集 計 は 出 て い ま せ ん 。  

 

 

２  マ マ 講 座 実 施 状 況  

月  日  対 称 児 の

親  

講 座 内 容  参 加 人 数

（ 組 ）  

４ /23

（ 水 ）  

2 歳 児  防 災 に つ い て 「 い ざ と い う 時 の た め に 」    ５ 組  

５ /29

（ 木 ）  

０ ．１ 歳 児  防 災 に つ い て 「 い ざ と い う 時 の た め に 」   １ １ 組  

５ /13

（ 火 ）  

全 年 齢  み よ し 保 育 園 入 園 に つ い て 説 明 会    ９ 組  

６ /11

（ 水 ）  

2 歳 児  年 齢 に 合 っ た 玩 具 の 選 び 方 ・ 木 製 玩 具 の 話    親 子 ６

組  

６ /14

（ 土 ）  

0 歳 児  パ パ 講 座「 ふ れ あ い 遊 び・育 児 参 加 に つ い て 」 父 ・ 子 １ ０

組  

７ /29

（ 火 ）  

1 歳 児  イ ヤ イ ヤ 期 に つ い て    ８ 組  

８ / ５  

（ 火 ）  

０ ．１ 歳 児  子 ど も の 病 気 と け が    ８ 組  

９ / ２  

（ 火 ）  

0 歳 児  歯 み が き 指 導 （ 保 健 セ ン タ ー 歯 科 衛 生 士 さ

ん ）  

 １ ０ 組  

９ /25

（ 木 ）  

1 歳 児  幼 稚 園 の 入 園 に つ い て 説 明 会   １ ８ 組  

10/ ９

（ 木 ）  

0.1 歳 児  発 達 に 合 っ た 靴 の 選 び 方 ・ 爪 の ケ ア ー  １ ３ 組  

10/21

（ 火 ）  

全 年 齢  み よ し 保 育 園 入 園 に つ い て 説 明 会  ２ ７ 組  

11/19 2 歳 児  カ ラ ー 心 理 講 座「 自 分 を 知 り 自 己 肯 定 感 を 高   ５ 組  
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（ 水 ）  め る 」  

11/30

（ 日 ）  

0 歳 児  パ パ 講 座 「 パ パ 交 流 会 」    ５ 組  

12/10

（ 水 ）  

2 歳 児  子 ど も の 遊 び と 大 人 の 見 守 り  １ ３ 組  

１ / １ ５

（ 木 ）  

0 歳 児  ふ れ あ い あ そ び と バ ラ ン ス ボ ー ル で 腰 痛 ケ

ア ー  

１ １ 組  

２ / ２ ５

（ 水 ）  

２ 歳 児  材 料 ． ア レ ル ギ ー に 配 慮 し た お や つ 作 り  ９ 組  

３ / １ ２

（ 木 ）  

０ ．１ 歳 児  年 齢 に 適 し た 材 料・ア レ ル ギ ー に 配 慮 し た お

や つ 作 り  

８ 組  

※ 講 座 時 間 10 時 30 分 ～ 11 時 30 分  

 

３  令 和 7 年 度 の 成 果 に つ い て  

【 父 親 講 座 開 催 】  

・ 6 月 と １ ０ 月 の 2 回 開 催 す る こ と が で き た 。  

 参 加 の メ リ ッ ト と し て 、 子 育 て の 悩 み 、 子 ど も の 成 長 の 共 有 、 幼 稚 園 、 保

育 園 、 小 学 校 へ と 交 流 が 繋 が っ て い く こ と で 地 域 行 事 な ど に も 気 軽 に 参 加

し や す く な る 。  

・ 子 育 て の 大 変 さ を 話 す こ と で 、 周 り の 父 親 も 同 じ だ と い う 共 有 で き た こ と

で 心 の 負 担 が 軽 く な る 。  

・ お す す め の あ そ び 場 や 知 育 玩 具 、 グ ッ ズ 、 お す す め の 病 院 な ど の 情 報 交 換

を す る こ と で 他 の 家 庭 の 子 育 て に 対 す る 考 え 方 に 触 れ る こ と が で き る 。 父

親 の 視 野 が 広 が り 柔 軟 な 子 育 を す る 手 助 け と な る 。  

・ 緊 張 し て い た 親 た ち も 、 ふ れ あ い 遊 び で リ ラ ッ ク ス さ れ グ ル ー プ ト ー ク で

は 笑 顔 で 意 見 を 交 わ す な ど 良 い 雰 囲 気 だ っ た 。 も う 少 し 意 見 交 換 に 時 間 が

と れ る と 良 か っ た 。  

・ 幼 稚 園 、 保 育 園 の 入 園 に 向 け て 園 の 情 報 を 収 集 で き る 場 の 提 供 を し た と こ

ろ 参 加 も 多 か っ た 。  

・「 マ マ 講 座 」に つ い て も 新 し い 講 座 を 開 催 し た と こ ろ 好 評 だ っ た 。来 年 に 向

け て 新 し い 講 座 を 検 討 し て い き た い 。  

【 満 3 歳 入 園 に 伴 う 2 歳 児 利 用 者 の 減 少 へ の 対 応 】  

・毎 年 満 ３ 歳 入 園 が ふ え て い る 。2 歳 児 が 少 な く な る 月 か ら 1 歳 児 全 員 を 2

歳 児 枠 に 移 行 さ せ た こ と で 、 0 歳 児 も 安 心 し て 過 ご す こ と が で き た 。  

【 ラ イ ン の 活 用 】  

・ 利 用 者 さ ん に は 公 式 ラ イ ン の 登 録 を お 願 い し て い る 。 翌 月 の 予 定 表 や 講 座

時 の 利 用 に つ い て 急 な 連 絡 が あ る 場 合 に は 早 く 周 知 で き た 。 紙 面 で の 配 布

は 少 な く な っ た 。  
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４  令 和 ８ 年 度 に 向 け て の 課 題  

・年 1 回 の 避 難 訓 練 が 周 知 さ れ て な い た め 、年 齢 ご と に 訓 練 を 実 施 し 避 難 経

路 や 避 難 場 所 の 確 認 を す る な ど 防 災 意 識 を 高 め る 。  

・ 年 々 保 育 園 の 入 園 が 厳 し く な っ て い る た め 、 早 く か ら 情 報 収 集 を 求 め て い

る 方 も 多 い 。  

 昨 年 よ り 早 い 時 期 に 保 育 園 説 明 会 を 開 催 す る 。  

・「 マ マ 講 座 」 に つ い て  

 月 1 回 年 齢 に 合 っ た 講 座 も 利 用 者 さ ん が 多 い た め 、全 員 の 方 が 12 回 参 加

は 難 し い の で 参 加 人 数 に 定 員 を 設 け て い ま す 。 参 加 希 望 が 多 か っ た 講 座 に

つ い て は 、 再 度 開 催 と い う こ と も 検 討 し て い き ま す 。 利 用 者 さ ん の 意 見 を

参 考 に 計 画 し て い き ま す 。  

  

  

 

 


